
明
代
護
陵
衛
考

―
と
く
に
長
陵
衛
・
献
陵
衛
と
そ
の
軍
事
活
動
を
中
心
に

―

A
 Study of H

u-ling-w
ei

（護
陵
衛

）in the M
ing Period

川　
　

越　
　

泰　
　

博

要　
　
　

旨

明
の
太
祖
洪
武
帝
が
崩
御
す
る
と
、
国
都
南
京
に
築
造
さ
れ
た
孝
陵
に
埋
葬
さ
れ
た
。
本
来
は
こ
こ
南
京
に
以
後
の
皇
帝
た
ち
の
陵
墓
も
置
か
れ

る
は
ず
で
あ
っ
た
が
、
洪
武
帝
亡
き
後
起
き
た
靖
難
の
役
に
勝
利
す
る
と
、
太
宗
永
楽
帝
は
北
京
に
遷
都
し
、
そ
の
陵
墓
長
陵
を
も
北
京
西
北
の
昌

平
県
の
天
寿
山
に
建
造
し
た
。
以
後
の
皇
帝
た
ち
も
歴
代
そ
れ
に
倣
い
、
天
寿
山
に
そ
の
陵
墓
を
造
築
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、
皇
帝
陵
は
南
京
と
北

京
に
分
岐
し
た
が
、
と
も
に
共
通
し
て
い
る
こ
と
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
皇
帝
陵
の
た
め
に
護
陵
衛
が
付
設
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
本
来
、
文
字
通
り
、

陵
寝
を
保
護
す
る
衛
所
と
い
う
役
割
を
課
せ
ら
れ
た
護
陵
衛
で
あ
る
が
、
宣
徳
年
間
に
な
る
と
、
親
軍
衛
・
京
衛
・
外
衛
と
同
じ
よ
う
に
、
鄭
和
の

西
征
、
兀
良
哈
征
討
の
よ
う
な
外
征
、
鄧
茂
七
の
乱
や
四
牌
楼
の
戦
い
の
よ
う
な
中
国
内
部
で
起
き
た
変
乱
に
そ
の
鎮
圧
軍
と
し
て
出
軍
し
た
。
そ

れ
は
、
宣
宗
宣
徳
帝
が
王
府
護
衛
や
護
陵
衛
の
よ
う
な
特
殊
衛
所
の
軍
事
力
を
も
取
り
込
み
、
そ
れ
を
一
般
衛
所
化
し
よ
う
と
し
た
た
め
で
あ
る
。

そ
の
結
果
、
護
陵
衛
の
軍
事
活
動
の
範
囲
は
飛
躍
的
に
拡
大
し
た
。

キ
ー
ワ
ー
ド

『
中
国
明
朝
档
案
総
匯
』、
宣
宗
宣
徳
帝
、
斂
葬
期
間
、
羽
林
右
衛
、
武
成
左
衛
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は
じ
め
に

北
京
の
中
心
部
か
ら
北
へ
約
五
十
キ
ロ
離
れ
た
昌
平
県
市
街
の
西
北
に
軍
都
山
が
あ
る
。
そ
の
懐
に
抱
か
れ
た
と
こ
ろ
に
点
々
と
散

在
し
て
い
る
の
が
明
の
十
三
陵
で
あ
る
。
こ
れ
ら
明
の
帝
陵
を
十
三
陵
と
い
う
の
は
、
最
も
古
く
に
造
営
さ
れ
た
長
陵
（
太
宗
永
楽
帝

の
陵
墓
）
か
ら
最
後
の
思
陵
（
毅
宗
崇
禎
帝
の
陵
墓
）
に
至
る
諸
陵
墓
に
十
三
人
の
皇
帝
が
埋
葬
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る）

1
（

。

二
百
七
十
年
余
り
の
間
、
中
国
を
統
治
し
た
明
朝
の
皇
帝
は
十
六
人
で
あ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
れ
を
十
三
陵
と
い
う
の
は
、

南
京
郊
外
の
孝
陵
に
埋
葬
さ
れ
た
初
代
の
太
祖
洪
武
帝
、
靖
難
の
役
で
永
楽
帝
に
敗
れ
て
没
し
、
万
暦
年
間
ま
で
、
皇
帝
と
し
て
の
事

績
を
革
除
（
抹
殺
）
さ
れ
て
い
た
第
二
代
の
建
文
帝
、
六
代
英
宗
正
統
帝
の
重
祚
に
よ
っ
て
廃
さ
れ
た
第
七
代
代
宗
景
泰
帝
の
三
人
を

除
い
て
の
こ
と
で
あ
る
。
明
代
当
時
に
は
、
陵
域
全
体
は
四
十
キ
ロ
に
お
よ
ぶ
長
大
か
つ
高
い
壁
で
囲
ま
れ
て
い
た
。
南
端
は
白
石
碑

坊
で
、
一
キ
ロ
行
く
と
、
大
紅
門
、
小
紅
門
が
並
ぶ
。
そ
こ
を
過
ぎ
る
と
、
石
碑
を
守
る
た
め
の
碑
亭
が
あ
る
。
そ
こ
か
ら
さ
ら
に
歩

を
進
め
る
と
、
参
道
の
両
側
に
獅
子
・
獬か
い

豸ち

・
駱
駝
・
象
・
麒
麟
・
馬
の
二
体
ず
つ
の
動
物
（
一
つ
立
ち
、
一
つ
は
う
ず
く
ま
っ
て
い
る
）

と
、
武
官
・
文
官
・
勲
臣
の
十
二
人
の
宮
臣
の
石
彫
像
が
並
ん
で
い
る
。
ど
れ
も
一
個
の
白
石
で
刻
ま
れ
た
も
の
で
、
最
も
大
き
な
像

は
座
石
も
含
め
て
三
十
立
方
メ
ー
ト
ル
余
り
に
お
よ
ぶ
。
こ
れ
ら
の
石
像
は
、
陵
墓
の
単
な
る
飾
り
で
は
な
く
、
死
後
の
世
界
を
も
皇

帝
が
一
切
を
支
配
す
る
と
い
う
こ
と
を
表
象
す
る
た
め
に
作
ら
れ
た
。
か
か
る
石
人
、
石
獣
の
石
彫
像
群
が
終
わ
っ
た
位
置
に
櫺れ
い

星せ
い

門

（
別
名
龍
鳳
門
と
い
う
）
が
あ
る
。
こ
れ
を
過
ぎ
て
三
つ
の
石
橋
を
渡
り
終
え
る
と
長
陵
に
着
く
。

十
三
陵
の
陵
墓
群
は
、
太
宗
永
楽
帝
の
陵
墓
た
る
こ
の
長
陵
を
挟
ん
で
、
ほ
ぼ
左
右
に
散
在
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
十
三
陵
に
は
、
そ
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の
管
理
の
た
め
そ
れ
ぞ
れ
神
宮
監
と
護
陵
衛
が
付
置
さ
れ
た
。
神
宮
監
は
宦
官
二
十
四
衙
門
の
う
ち
の
十
二
監
の
一
つ
で
あ
る
。
十
三

陵
神
宮
監
は
、
京
師
の
神
宮
監
の
出
先
機
関
で
あ
っ
た
。
護
陵
衛
は
、
当
該
陵
墓
に
皇
帝
が
埋
葬
さ
れ
る
に
と
も
な
っ
て
設
置
さ
れ
た
。

神
宮
監
と
護
陵
衛
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
南
京
に
あ
る
太
祖
洪
武
帝
の
孝
陵
に
つ
い
て
記
し
た
『
明
孝
陵
志
』
守
繕
第
五
に
、

【
史
料
一
】

孝
陵
の
防
守
、
外
は
則
ち
孝
陵
衛
、
内
は
則
ち
神
宮
監
な
り
。

と
あ
り
、
孝
陵
の
内
域
は
神
宮
監
が
担
当
し
、
外
域
の
守
備
に
は
孝
陵
衛
が
充
て
ら
れ
た
。
護
陵
衛
と
い
う
用
語
は
、
た
と
え
ば
、『
英

宗
実
録
』
正
統
元
年
秋
七
月
丙
申
の
条
に
、

【
史
料
二
】

武
成
左
衛
を
改
め
て
献
陵
衛
と
為
し
、
武
成
右
衛
を
景
陵
衛
と
為
し
、
以
て
陵
寝
を
守
護
せ
し
む
。

と
あ
る
よ
う
に
「
守
護
陵

0

0

寝
」
に
由
来
す
る
。

護
陵
衛
が
陵
墓
を
保
護
す
る
外
域
の
範
囲
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
ど
の
程
度
の
規
模
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。【
史
料
二
】
に
「
陵

寝
を
守
護
せ
し
む
」
と
記
さ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
よ
う
な
疑
問
を
抱
く
の
は
、
明
代
中
期
に
起
き
た
様
々
な
変
乱
、
た

と
え
ば
、
正
統
九
年
（
一
四
四
四
）
に
お
け
る
明
軍
の
兀
良
哈
征
討
の
際）

2
（

に
も
、
天
順
五
年
（
一
四
六
一
）
に
お
け
る
曹
欽
の
乱
の
際）

3
（

に
も
、

明代護陵衛考
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長
陵
衛
や
献
陵
衛
が
他
の
衛
所
と
と
も
に
出
軍
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
護
陵
衛
の
出
軍
状
況
と
そ
の
範
囲
を
明
ら
か

に
す
る
こ
と
は
、
護
陵
衛
の
軍
事
的
力
量
を
問
う
こ
と
で
あ
り
、
か
か
る
考
察
は
、
明
代
軍
制
史
上
に
護
陵
衛
を
位
置
づ
け
る
試
み
に

も
な
ろ
う
。

そ
こ
で
、
本
稿
に
お
い
て
は
、
衛
所
の
軍
事
活
動
を
知
る
上
で
好
個
の
衛
選
簿
を
基
礎
史
料
に
、
長
陵
衛
と
献
陵
衛
の
事
例
を
中
心

に
、
護
陵
衛
の
軍
事
活
動
に
つ
い
て
少
し
く
検
討
し
て
み
た
い
と
思
う
。

一　

護
陵
衛
の
設
置

長
陵
と
長
陵
衛　

長
陵
衛
が
守
護
す
る
長
陵
は
、
太
宗
永
楽
帝
の
陵
墓
で
あ
り
、
献
陵
衛
が
守
護
す
る
献
陵
は
、
そ
の
嗣
子
で
第
四

代
皇
帝
仁
宗
洪
煕
帝
の
陵
墓
で
あ
る
。

十
三
陵
の
中
で
規
模
が
一
番
大
き
い
の
は
、
最
初
に
作
ら
れ
た
長
陵
で
あ
る
。
永
楽
帝
は
都
を
南
京
か
ら
北
京
へ
の
遷
都
事
業
に
と

も
な
い
、
陵
墓
も
北
京
に
建
設
す
る
こ
と
に
し
た
。
そ
れ
は
永
楽
七
年
（
一
四
〇
九
）
五
月
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
永
楽
七
年
五
月
己
卯

の
条
に
、

【
史
料
三
】

山
陵
を
昌
平
県
に
営
む
。
時
に
仁
孝
皇
后
も
て
来
葬
せ
ん
と
し
、
上
、
礼
部
尚
書
趙
羾
に
命
じ
て
地
理
に
明
る
し
者
廖
均
卿
等
を

以
て
地
を
択
ば
し
め
、
吉
を
昌
平
県
東
の
黃
土
山
に
得
た
り
。
車
駕
、
臨
視
し
、
遂
に
其
の
山
を
封
じ
て
天
寿
山
と
為
す
。
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と
あ
り
、
陵
墓
の
建
造
場
所
は
北
直
隷
順
天
府
昌
平
県
が
選
ば
れ
た
。
建
造
が
開
始
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
は
、
そ
れ
よ
り
さ
き
永

楽
五
年
（
一
四
〇
七
）
七
月
四
日
に
、
寿
四
十
六
を
も
っ
て
崩
御
し
た
仁
孝
皇
后
を
袝
葬
す
る
た
め
で
あ
っ
た
。
天
寿
山
と
い
う
呼
称
は
、

こ
こ
に
始
ま
っ
た
。
廖
均
卿
等
に
よ
っ
て
〝
吉
地
〞
と
し
て
選
ば
れ
、
の
ち
に
長
陵
と
な
る
場
所
は
、
そ
の
天
寿
山
主
峰
南
麓
に
位
置

し
て
い
る
（『
明
陵
墓
建
築
』
中
国
建
築
芸
術
全
集
第
七
巻
、
中
国
建
築
工
業
出
版
社
、
二
〇
〇
〇
年
、
三
頁
）。

そ
の
陵
墓
が
長
陵
と
名
付
け
ら
れ
た
の
は
、『
太
宗
実
録
』
永
楽
十
一
年
春
正
月
の
条
に
、

【
史
料
四
】

是
月
、
天
寿
山
陵
成
る
。
長
陵
と
命
名
す
。

と
あ
る
よ
う
に
、
永
楽
十
一
年
（
一
四
一
三
）、
そ
し
て
仁
孝
皇
后
が
こ
こ
に
葬
ら
れ
た
の
は
、
同
右
書
、
永
楽
十
一
年
二
月
丙
寅
の
条

に
、「
仁
孝
皇
后
を
長
陵
に
葬
る
」
と
み
え
る
よ
う
に
、
そ
の
翌
月
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

中
山
王
徐
達
の
長
女
と
し
て
生
ま
れ
た
仁
孝
皇
后
が
燕
王
妃
に
册
立
さ
れ
た
の
は
、
洪
武
九
年
（
一
三
七
六
）
正
月
の
こ
と
で）

4
（

、
そ

の
と
き
芳
紀
薫
る
十
五
歳
で
あ
っ
た
。『
明
史
』
巻
一
一
三
、
仁
孝
皇
后
伝
に
よ
る
と
、
彼
女
は
、
幼
に
し
て
貞
静
、
読
書
を
好
み
、

女
諸
生
の
称
が
あ
っ
た
こ
と
、
太
祖
が
そ
の
賢
淑
な
る
を
聞
き
、
第
四
子
棣
（
の
ち
の
永
楽
帝
）
に
配
し
た
い
旨
を
徐
達
に
告
げ
、
洪

武
九
年
（
一
三
七
六
）
册
し
て
燕
王
妃
と
為
し
た
こ
と
、
高
皇
后
に
深
く
愛
さ
れ
た
こ
と
、
燕
王
に
従
っ
て
藩
（
北
平
王
府
）
に
之
国
し

て
後
、
高
皇
后
の
喪
に
あ
い
、
三
年
の
蔬
食
す
る
こ
と
礼
の
如
く
し
、
ま
た
高
皇
后
の
遺
言
の
誦
す
べ
き
も
の
は
、
一
々
こ
れ
を
挙
げ

明代護陵衛考
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て
漏
さ
な
か
っ
た
こ
と
な
ど
が
記
さ
れ
て
い
る
。
仁
孝
皇
后
は
、
夙
に
高
皇
后
の
薫
陶
を
受
け
、
そ
の
教
条
を
ひ
と
つ
も
忘
れ
な
か
っ

た
の
で
あ
る
。

か
か
る
皇
后
が
崩
御
し
た
の
は
、
永
楽
五
年
（
一
四
〇
七
）
七
月
乙
卯
（
四
日
）。
寿
四
十
六
で
あ
っ
た）

5
（

。
崩
御
の
日
と
同
じ
、
八
年

前
の
建
文
元
年
（
洪
武
三
十
二
年
、
一
三
九
九
）
同
日
に
は
、
夫
の
燕
王
が
北
平
（
の
ち
北
京
）
で
挙
兵
し
た
日
で
あ
る
。
仁
孝
皇
后
は
、

燕
王
が
挙
兵
し
、
靖
難
戦
争
の
火
ぶ
た
が
切
ら
れ
て
か
ら
ち
ょ
う
ど
八
年
後
の
同
月
同
日
に
駕
鶴
成
仙
し
た
の
で
あ
る
。
靖
難
戦
争
の

間
の
仁
孝
皇
后
の
内
助
に
つ
い
て
は
別
な
機
会
に
ふ
れ
た
ご
と
く
で
あ
り）

6
（

、
そ
の
四
十
六
年
の
生
涯
は
、
波
乱
に
満
ち
た
も
の
で
あ
っ

た
。仁

孝
皇
后
が
埋
葬
さ
れ
た
あ
と
も
長
陵
の
造
営
は
続
い
た
。
永
楽
十
一
年
（
一
四
一
三
）
に
は
、
工
匠
・
軍
夫
に
鈔
幣
が
賜
与
さ
れ
た
。

そ
の
際
に
、
永
楽
帝
は
督
工
官
に
飭
し
て
、

【
史
料
五
】

今
事
已
に
緒
に
就
く
。
人
力
省
く
可
し
。
凡
そ
用
い
し
軍
工
士
の
二
年
に
満
ち
、
民
夫
の
五
月
に
満
ち
し
者
、
以
上
の
者
は
悉
く

遣
帰
せ
し
め
よ
。
工
匠
は
其
の
事
の
緩
急
を
視
て
留
を
量
り
、
炎
暑
の
際
に
は
留
む
る
所
の
軍
民
工
匠
は
、
宜
し
く
時
を
以
て
之

を
休
息
す
べ
し
。
蓋
し
其
の
労
已
に
久
し
く
、
督
工
官
の
務
め
は
意
を
加
え
て
撫
卹
し
所
を
失
わ
せ
し
む
る
こ
と
毋
き
に
在
れ
ば

な
り
。

と
督
工
官
の
果
た
す
べ
き
務
め
を
指
し
示
し
て
い
る
。
こ
れ
は
永
楽
十
一
年
（
一
四
一
三
）
五
月
十
八
日
の
こ
と
で
あ
っ
た）

7
（

。
そ
れ
か
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ら
六
日
後
の
二
十
三
日
に
は
、「
長
陵
を
管
建
す
る
の
功
賞
」
が
定
め
ら
れ
、
武
義
伯
王
通
以
下
の
功
賞
が
な
さ
れ
た
。『
太
宗
実
録
』

永
楽
十
一
年
五
月
壬
寅
の
条
に
よ
れ
ば
、
以
下
の
よ
う
で
あ
っ
た
。

○
武
義
伯
王
通
、
成
山
侯
に
進
封
せ
ら
れ
、
食
禄
米
千
二
百
石
。
子
孫
世
襲
侯
爵
、
散
官
勳
号
故
の
如
し
。
賞
、
綵
帛
六
表
裏
・

鈔
四
百
錠
。

○
掌
金
吾
右
衛
事
都
指
揮
僉
事
許
亨
、
都
指
揮
同
知
に
陞
せ
ら
る
。
賞
、
綵
帛
四
表
裏
・
鈔
二
百
錠
。

○
金
吾
右
衛
指
揮
僉
事
李
旺
、
指
揮
同
知
に
陞
せ
ら
る
。
賞
、
綵
帛
三
表
裏
・
鈔
百
六
十
錠
。

○
羽
林
前
衛
指
揮
同
知
吳
剛
、
指
揮
使
に
陞
せ
ら
る
。
賞
、
綵
帛
三
表
裏
鈔
百
六
十
錠
。

○
営
繕
所
正
蔡
信
、
工
部
営
繕
清
吏
司
郎
中
に
陞
せ
ら
る
。
司
事
を
視
ず
。
賞
、
綵
幣
三
表
裏
・
鈔
二
百
錠
。

○
其
の
営
繕
所
正
王
寧
等
并
び
に
督
工
官
吏
お
よ
び
軍
民
工
匠
に
賞
す
る
こ
と
各
々
差
有
り
。

●
知
県
王
侃
を
州
同
知
に
陞
す
。
賞
、
綵
幣
三
表
裏
・
鈔
二
百
錠
。

●
給
事
中
馬
文
素
・
太
常
寺
博
士
陰
陽
訓
術
曽
従
政
・
陰
陽
人
劉
玉
淵
を
皆
な
欽
天
監
漏
刻
博
士
の
に
陞
し
、
食
禄
は
事
を
視

ず
。
賞
、
綵
帛
二
表
裏
・
鈔
百
六
十
錠
。

●
五
官
霊
台
郎
吳
永
始
、
僧
を
以
て
授
け
ら
れ
、
僧
錄
司
右
闡
教
に
改
陞
せ
ら
る
。
賞
、
綵
帛
二
表
裏
・
鈔
百
六
十
錠
。

○
が
「
長
陵
を
管
建
す
る
の
功
賞
」
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
●
の
褒
賞
は
長
陵
の
場
所
を
吉
地
と
卜
占
し
た
功
に
よ
る
も
の
で
あ
っ

た
。

明代護陵衛考
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長
陵
が
完
成
を
み
た
の
は
、
そ
れ
か
ら
三
年
を
閲
し
た
永
楽
十
四
年
（
一
四
一
六
）
三
月
の
こ
と
で
、
同
右
書
、
永
楽
十
四
年
三
月

癸
巳
朔
の
条
に
、

【
史
料
六
】

長
陵
殿
成
る
。
仁
孝
皇
后
の
神
位
を
奉
安
す
。
趙
王
に
命
じ
て
告
祭
せ
し
む
。

と
あ
る
。

さ
て
、
仁
孝
皇
后
が
待
つ
長
陵
に
永
楽
帝
が
埋
葬
さ
れ
た
の
は
、
永
楽
二
十
二
年
（
一
四
二
四
）
十
二
月
十
九
日
の
こ
と
で
あ
る
。

同
月
十
四
日
に
北
京
を
出
発
し
た
永
楽
帝
の
梓
宮
は
、
十
九
日
、
複
雑
で
し
め
や
か
な
儀
式
を
経
た
後
、
長
陵
衛
に
埋
葬
さ
れ
た）

8
（

。

永
楽
帝
が
在
位
二
十
二
年
一
ヶ
月
、
六
十
五
年
に
及
ぶ
波
乱
の
生
涯
を
閉
じ
た
の
は
、
永
楽
二
十
二
年
（
一
四
二
四
）
七
月
十
八
日
、

モ
ン
ゴ
ル
親
征
の
途
次
、
楡
木
川
（
内
モ
ン
ゴ
ル
自
治
区
多
倫
県
西
北
）
の
幕
営
に
お
い
て
で
あ
っ
た
。
八
月
七
日
に
な
っ
て
よ
う
や
く

永
楽
帝
の
崩
御
が
正
式
に
発
表
さ
れ
喪
が
発
せ
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、
親
征
軍
に
従
行
し
て
い
た
大
学
士
楊
栄
・
金
幼
孜
、
太
監
馬

雲
等
は
不
測
の
事
態
を
避
け
る
た
め
に
、
そ
の
喪
を
秘
し
て
北
京
に
急
行
し
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る）

9
（

。

永
楽
帝
の
父
、
明
朝
開
祖
の
太
祖
洪
武
帝
は
、
そ
の
遺
詔
に
従
い
、
崩
御
の
あ
と
わ
ず
か
七
日
に
し
て
孝
陵
に
埋
葬
さ
れ
た
が）
10
（

、
永

楽
帝
の
場
合
は
斂
―
葬
の
期
間
は
、
五
十
二
日
に
も
お
よ
び
、
前
述
の
よ
う
に
、
永
楽
二
十
二
年
（
一
四
二
四
）
十
二
月
十
九
日
に
、

長
陵
に
埋
葬
さ
れ
た
。

こ
の
長
陵
を
護
衛
す
る
た
め
に
設
置
さ
れ
た
の
が
長
陵
衛
で
あ
る
。
そ
れ
は
、『
仁
宗
実
録
』
永
楽
二
十
二
年
八
月
庚
午
の
条
に
、
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【
史
料
七
】

羽
林
衛
親
軍
指
揮
使
司
を
改
め
て
長
陵
衛
親
軍
指
揮
使
司
と
為
し
、
皇
親
張
輗
を
擢
し
て
指
揮
使
と
為
す
。
輗
は
太
師
英
國
公
輔

の
弟
な
り
。

と
み
え
る
よ
う
に
、
同
月
十
三
日
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
永
楽
帝
の
崩
御
が
正
式
発
表
さ
れ
た
の
は
八
月
七
日
で
あ
っ
た
か
ら
、
そ
の
六

日
後
に
長
陵
衛
が
設
置
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
実
際
の
と
こ
ろ
は
、
楡
木
川
で
の
崩
御
が
秘
密
裡
に
皇
太
子
高
熾
（
後

の
仁
宗
）
の
も
と
に
伝
え
ら
れ
た
の
は
、『
太
宗
実
録
』
永
楽
二
十
二
年
七
月
壬
辰
の
条
に
、

【
史
料
八
】

龍
輿
、
双
筆
峯
に
次
る
。
文
淵
閣
大
学
士
兼
翰
林
院
学
士
楊
栄
・
御
馬
監
少
監
海
寿
、
遺
命
を
奉
じ
て
馳
せ
て
皇
太
子
に
訃つ

ぐ
。

と
あ
る
よ
う
に
、
崩
御
の
翌
十
九
日
の
こ
と
で
、
本
隊
を
離
脱
し
た
文
淵
閣
大
学
士
兼
翰
林
院
学
士
楊
栄
・
御
馬
監
少
監
海
寿
が
北
京

に
先
駆
し
て
、
永
楽
帝
の
訃
報
を
皇
太
子
に
届
け
た
の
で
あ
る
。

こ
れ
を
う
け
て
、
長
陵
衛
の
設
置
に
向
け
て
動
き
出
し
た
。
長
陵
衛
指
揮
使
に
任
じ
ら
れ
た
張
輗
は
、
靖
難
の
役
に
お
い
て
戦
死
し

た
河
間
王
張
玉
の
子
で
あ
る
。
張
玉
は
燕
王
（
永
楽
帝
）
の
挙
兵
に
従
い
行
動
を
と
も
に
す
る
が
、
建
文
二
年
（
洪
武
三
十
三
、
一
四
〇

〇
）
十
二
月
に
お
け
る
東
昌
（
山
東
）
の
戦
い
で
戦
死
し
た
。
張
玉
が
戦
死
す
る
と
、「
勝
ち
負
け
は
常
の
事
に
し
て
計
る
に
足
ら
ず
。

恨
む
は
玉
を
失
う
こ
と
の
み
。
艱
難
の
際
、
吾
が
良
き
輔
け
を
失
え
り
」
と
慨
嘆
と
い
う
。
張
玉
に
は
三
子
あ
り
、
そ
の
長
子
は
英
国

明代護陵衛考
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公
張
輔
、
次
子
が
張
輗
、
三
男
が
張
軏
で
あ
っ
た
。
張
輗
は
功
臣
の
子
で
あ
る
こ
と
を
も
っ
て
神
策
衛
指
揮
使
に
任
ぜ
ら
れ
、
以
後
中

軍
都
督
府
右
都
督
に
至
り
、
景
泰
三
年
（
一
四
五
二
）
に
太
子
太
保
を
加
え
ら
れ
、
奪
門
の
変
の
功
を
も
っ
て
文
安
伯
に
封
ぜ
ら
れ
た
。

天
順
六
年
（
一
四
六
二
）
に
卒
す
る
と
、
文
安
侯
に
追
贈
せ
ら
れ
、
忠
僖
と
諡
さ
れ
た）
11
（

。
か
か
る
張
輗
を
指
揮
使
に
充
て
て
、
組
成
さ

れ
た
長
陵
衛
の
衛
所
軍
に
は
、
万
暦
『
大
明
会
典
』
卷
一
二
四
、
職
方
清
吏
司
、
城
隍
一
、
都
司
衛
所
に
、

【
史
料
九
】

長
陵
衛
、
旧
と
南
京
羽
林
右
衛
、
永
楽
二
十
二
年
、
改
む
。

と
あ
り
、
南
京
羽
林
右
衛
の
そ
れ
を
充
て
た
。
換
言
す
れ
ば
、
南
京
所
在
の
親
軍
十
二
衛
の
一
つ
で
あ
っ
た
羽
林
右
衛
が
長
陵
衛
に
改

編
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
か
く
し
て
創
設
さ
れ
た
長
陵
衛
は
、
万
暦
『
順
天
府
志
』
巻
二
、
営
建
志
に
よ
る
と
、

【
史
料
十
】

長
陵
衛
、
七
所
を
領
し
、
州
城
西
北
譙
楼
の
後
に
在
り
。

と
あ
り
、
昌
平
州
城
の
西
北
に
建
つ
譙
楼
（
物
見
の
た
め
の
望
楼
）
の
後
方
に
位
置
し
た
。【
史
料
十
】
に
み
え
る
よ
う
に
、
長
陵
衛
は

七
千
戸
所
か
ら
成
り
立
っ
て
い
た
。
そ
れ
は
、
通
常
の
左
右
中
前
後
の
五
千
戸
所
の
他
に
、
中
左
千
戸
所
と
中
右
千
戸
所
の
二
所
を
加

え
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る）
12
（

。『
宣
宗
実
録
』
洪
熙
元
年
閏
七
月
丙
午
の
条
に
、
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【
史
料
十
一
】

羽
林
右
衛
所
水
軍
千
戶
所
を
改
め
て
長
陵
衛
中
右
千
戶
所
と
為
す
。

と
み
え
る
か
ら
、
永
楽
二
十
二
年
（
一
四
二
四
）
に
南
京
羽
林
右
衛
が
長
陵
衛
に
改
編
さ
れ
た
当
初
か
ら
七
千
戸
所
に
よ
っ
て
構
成
さ

れ
て
い
た
の
で
は
な
く
、
漸
次
整
え
ら
れ
て
い
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

献
陵
と
献
陵
衛　

さ
て
、
龍
鳳
門
と
い
う
別
名
を
も
つ
櫺
星
門
か
ら
み
て
、
長
陵
の
左
側
に
あ
る
の
が
献
陵
で
あ
る
。
長
陵
西
側
黄

山
南
麓
に
あ
る
献
陵
（
前
掲
『
明
陵
墓
建
築
』
三
頁
）
に
は
、
第
四
代
仁
宗
洪
煕
帝
（
朱
高
熾
）
が
埋
葬
さ
れ
て
い
る
。
洪
煕
帝
は
永
楽

帝
と
仁
孝
皇
后
の
嫡
長
子
と
し
て
、
洪
武
十
一
年
（
一
三
七
八
）
七
月
二
十
三
日
に
生
ま
れ
た
。
ち
な
み
に
洪
武
帝
の
第
四
孫
で
あ
る）
13
（

。

永
楽
帝
の
崩
御
に
よ
っ
て
柩
前
即
位
し
た
の
は
、
永
楽
二
十
二
年
（
一
四
二
四
）
八
月
十
五
日
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
即
位
の
詔
を
発
し
て
、

明
年
を
洪
煕
元
年
と
定
め
、
三
十
項
目
に
わ
た
る
恩
赦
な
ら
び
に
施
政
方
針
を
内
外
（
中
国
の
京
師
と
地
方
）
に
発
表
し
た）
14
（

。

と
こ
ろ
が
、
そ
の
治
世
は
わ
ず
か
十
ヶ
月
で
し
か
な
か
っ
た
。
洪
煕
元
年
（
一
四
二
五
）
五
月
十
五
日
に
欽
安
殿
で
崩
御
し
た
の
で

あ
る）
15
（

。
不
豫
（
病
気
）
に
陥
っ
た
の
は
、『
仁
宗
実
録
』
洪
煕
元
年
五
月
庚
辰
の
条
に
、

【
史
料
十
二
】

上
、
不
豫
な
り
。
尚
書
蹇
義
・
大
學
士
楊
士
奇
・
黃
淮
・
楊
栄
を
召
し
て
思
善
門
に
至
ら
し
め
、
士
奇
に
命
じ
て
勅
を
書
か
し
め
、

中
官
海
寿
を
遣
わ
し
て
馳
せ
て
皇
太
子
を
召
さ
し
む
。

明代護陵衛考
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と
あ
る
よ
う
に
、
崩
御
に
先
立
つ
四
日
前
の
五
月
十
一
日
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
発
病
か
ら
崩
御
に
至
る
期
間
が
あ
ま
り
に
短
か
っ
た
の

で
、
南
京
滞
在
中
の
皇
太
子
（
の
ち
の
宣
宗
宣
徳
帝
）
は
そ
の
臨
終
の
際
に
駆
け
つ
け
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
急
死
の
原
因
に
つ
い

て
、
仁
宗
洪
煕
帝
は
極
度
に
肥
満
し
、
仁
宗
と
い
う
廟
号
の
わ
り
に
は
、
即
位
後
「
荒
淫
」
に
耽
り
す
ぎ
た
、
不
摂
生
の
た
た
っ
た
可

能
性
無
し
と
は
し
な
い
見
解
も
あ
る）
16
（

。

そ
れ
は
と
も
か
く
と
し
て
、
仁
宗
は
洪
煕
元
年
（
一
四
二
五
）
七
月
二
日
に
、
そ
の
尊
諡
と
し
て
敬
天
体
道
純
誠
至
徳
弘
文
欽
武
章

聖
達
孝
昭
皇
帝
が
、
廟
号
し
て
仁
宗
が
奉
ら
れ
た）
17
（

。
つ
い
で
、
九
月
六
日
に
献
陵
に
葬
ら
れ
た）
18
（

。

仁
宗
洪
煕
帝
は
即
位
し
て
一
年
も
満
た
な
い
内
に
、
か
く
も
早
く
崩
御
し
た
の
で
、
そ
の
陵
墓
の
建
造
に
着
手
す
る
暇
は
な
か
っ
た
。

崩
御
の
日
時
が
五
月
十
五
日
で
、
献
陵
に
葬
ら
れ
た
の
は
九
月
六
日
、
こ
の
間
に
閏
七
月
を
挟
む
の
で
、
崩
―
葬
の
期
間
は
百
日
を
超

え
る
日
子
を
費
や
し
た
こ
と
に
な
る
。

東
ア
ジ
ア
世
界
に
お
け
る
火
葬
法
の
歴
史
を
仔
細
に
検
討
さ
れ
た
川
勝
守
氏
は
、
明
代
皇
帝
中
、
崩
―
葬
の
期
間
が
最
長
で
あ
っ
た

の
は
、
世
宗
嘉
靖
帝
で
九
十
三
日
と
さ
れ
て
い
る）
19
（

。
そ
れ
は
仁
宗
の
崩
日
を
五
月
辛
巳
（
十
五
日
）、
葬
日
を
七
月
己
巳
（
二
日
）
と
し
、

そ
の
期
間
を
四
十
九
日
と
さ
れ
た
た
め
で
あ
る）
20
（

。
し
か
し
な
が
ら
、
上
記
の
よ
う
に
み
て
く
る
と
、
崩
―
葬
期
間
の
最
長
な
の
は
優
に

百
日
は
超
え
る
仁
宗
と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
父
永
楽
帝
に
倍
す
る
崩
―
葬
期
間
を
要
し
た
の
は
、
一
に
未
着
手
で
あ
っ
た
陵
墓
を
大
急

ぎ
に
建
造
し
た
日
月
と
連
動
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る）
21
（

。

献
陵
本
体
の
建
造
が
以
上
の
よ
う
な
状
態
で
あ
っ
た
の
で
、『
英
宗
実
録
』
正
統
元
年
秋
七
月
丙
申
の
条
に
、
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【
史
料
十
三
】

武
成
左
衛
を
改
め
て
献
陵
衛
と
為
し
、
武
成
右
衛
を
景
陵
衛
と
為
し
、
以
て
陵
寢
を
守
護
せ
し
む
。

と
あ
る
よ
う
に
、
護
陵
衛
の
設
置
は
宣
宗
宣
徳
帝
の
崩
御
後
、
そ
の
護
陵
衛
た
る
景
陵
衛
と
同
じ
く
、
正
統
元
年
（
一
四
三
六
）
七
月

の
こ
と
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
前
掲
万
暦
『
大
明
会
典
』
巻
一
二
四
、
職
方
清
吏
司
、
城
隍
一
、
都
司
衛
所
に
は
、

【
史
料
十
四
】

献
陵
衛
は
旧
と
武
成
左
衛
為
り
。
宣
德
元
年
改
む
。

と
宣
徳
元
年
（
一
四
二
六
）
に
作
っ
て
い
て
、【
史
料
十
三
】
に
引
く
『
英
宗
実
録
』
の
記
事
と
そ
の
設
置
時
期
に
関
し
て
十
年
の
懸
隔

が
あ
る
。
宣
徳
元
年
（
一
四
二
六
）
に
作
る
史
料
は
、『
明
史
』
巻
九
〇
、
兵
士
志
二
、
衛
所
を
は
じ
め
少
な
く
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、

万
暦
『
大
明
会
典
』
に
先
行
す
る
正
徳
『
大
明
会
典
』
巻
一
〇
八
、
兵
部
三
、
職
方
清
吏
司
、
城
隍
一
で
は
、

【
史
料
十
五
】

献
陵
衛
、
武
成
左
衛
も
て
宣
德
十
年
改
む
。

と
宣
徳
十
年
（
一
四
三
五
）
に
作
っ
て
い
て
、
万
暦
『
大
明
会
典
』
と
は
か
な
り
な
径
庭
が
あ
る
。

明代護陵衛考
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こ
の
よ
う
に
献
陵
衛
の
設
置
年
次
に
つ
い
て
、
宣
徳
元
年
（
一
四
二
六
）、
宣
徳
十
年
（
一
四
三
五
）、
正
統
元
年
（
一
四
三
六
）
の
三

説
が
あ
る
が
、『
献
陵
衛
選
簿
』
に
よ
る
と
、
他
衛
か
ら
献
陵
衛
に
移
衛
し
て
き
た
一
番
早
い
年
次
は
、
後
載
【
表
Ｂ
①
】
に
よ
っ
て

み
ら
れ
る
よ
う
に
、
宣
徳
十
年
（
一
四
三
五
）
で
あ
る
。
献
陵
衛
の
設
置
場
所
は
、【
史
料
十
】
に
引
載
し
た
万
暦
『
順
天
府
志
』
巻
二
、

営
建
志
に
よ
る
と
、

【
史
料
十
六
】

献
陵
衛
、
五
所
を
領
し
、
州
城
西
譙
楼
南
の
右
に
在
り
。

と
あ
り
、
昌
平
州
城
の
西
に
建
つ
譙
楼
南
の
右
側
で
あ
っ
た
と
い
う
。

二　

護
陵
衛
の
軍
事
活
動

以
上
、
前
章
で
は
、
長
陵
衛
・
献
陵
衛
そ
れ
ぞ
れ
の
設
置
に
至
る
所
以
を
少
し
く
探
っ
て
き
た
。
本
章
で
は
、
こ
う
し
て
設
置
さ
れ

た
護
陵
衛
の
軍
事
活
動
を
考
察
す
る
が
、
そ
の
た
め
の
素
材
と
し
て
、
長
陵
衛
と
献
陵
衛
と
に
分
け
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
衛
所
官
家
個
々

の
戦
歴
を
検
証
す
る
。
そ
の
史
料
と
な
る
の
が
『
長
陵
衛
選
簿
』
と
『
献
陵
衛
選
簿
』
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
と
も
に
『
中
国
明
朝
档
案

総
匯
』
の
第
五
十
三
冊
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。『
中
国
明
朝
档
案
総
匯
』
と
衛
選
簿
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
こ
れ
ま
で
衛
選
簿
を
素
材

に
検
討
し
て
き
た
諸
拙
稿
の
中
で
、
幾
度
も
言
及
し
た
の
で
、
さ
ら
に
贅
語
を
重
ね
る
こ
と
は
さ
け
る
こ
と
に
す
る
。
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本
章
に
お
い
て
は
、
最
初
に
戦
歴
が
記
さ
れ
て
い
る
家
に
つ
い
て
、
両
方
の
衛
選
簿
に
お
け
る
頭
書
の
見
だ
し
人
名
、
本
貫
、
戦
役

の
年
次
と
戦
跡
地
、
収
載
頁
の
順
番
に
摘
記
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
頭
書
見
だ
し
人
名
そ
の
人
自
身
が
そ
の
戦
役
に
直
接
に
関
わ
っ
た

こ
と
を
意
味
す
る
わ
け
で
は
な
く
、
そ
の
家
が
世
襲
さ
れ
て
い
く
間
の
戦
歴
の
集
積
記
録
で
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。

ま
ず
、『
長
陵
衛
選
簿
』
を
も
と
に
摘
記
し
よ
う
。

【
表
Ａ
①
】

　
　

見
だ
し
名

本
貫　
　

移
衛
以
前
の
衛
所
・
武
職

移
衛
年

軍
事
活
動

掲
載
頁

1　

陶
潤

寿
州　
　

羽
林
右
衛
指
揮
同
知

永
楽
二
十
二

正
統
八
年
黄
河
北
川
。
正
統
十
四
征
進
。
四
牌
楼
。

一
八
二

2　

石
鑑

定
遠
県　

羽
林
右
衛

正
統
十
四
年
覇
州
、
大
同
北
門
外
。
景
泰
三
年
石
牌
廊
。
天

順
五
年
東
大
市
街
。

一
八
三

3　

張
公
爵

河
内
県　

羽
林
右
衛
指
揮
僉
事

永
楽
二
十
二

正
徳
年
寧
夏
地
方
。

一
八
六

4　

張
煕

房
山
県　

羽
林
右
衛
正
千
戸

永
楽
二
十
二

成
化
三
年
建
州
王
鉄
等
寨
。

一
九
六

5　

王
春

懐
寧
県　

羽
林
右
衛

永
楽
二
十
二

正
統
九
年
迤
北
。
十
四
年
迤
北
征
進
。

二
〇
四

6　

李
鏜

薊
州　
　

薊
州
衛
百
戸

永
楽
二
十
二

正
統
九
年
迤
北
克
列
蘇
。

二
〇
九

7　

覃
沂

辰
渓
県　

羽
林
右
衛

正
統
九
年
迤
北
。

二
一
二

8　

蘇
漢

徐
州　
　

羽
林
右
衛

宣
徳
六
年
下
西
洋
。

二
一
六

9　

鄭
堂

浦
江
県　

羽
林
右
衛

宣
徳
四
年
下
西
洋
。
正
統
十
四
年
征
進
。

二
一
七

明代護陵衛考
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10　

趙
守
仁

孟
県

正
統
十
四
年
徳
勝
門
、
固
安
県
、
覇
州
等
処
。

景
泰
元
年
大
同
代
州
等
処
。

二
二
九

11　

周
琦

武
清
県

正
統
九
年
迤
北
土
河
川
。
南
平
西
芹
、
沙
県
、
清
流
県
。

二
二
九

12　

孫
応
奎

溧
水
県　

羽
林
右
衛
副
千
戸

永
楽
二
十
二

成
化
十
九
年
広
西
荔
浦
等
処
。

二
三
一

13　

単
芳

丹
徒
県　

羽
林
右
衛
総
旗

永
楽
二
十
二

正
統
十
四
西
直
門
外
、
紫
荊
関
五
郎
河
。

二
三
六

14　

曹
迪

江
都
県

永
楽
二
十
二

正
統
九
年
熱
水
川
。
正
統
十
四
年
北
征
。

二
三
七

15　

趙
効

霊
壁
県

徳
勝
門
等
処
。
天
順
五
年
荊
襄
。

二
四
三

16　

呂
桐

江
都
県　

羽
林
右
衛
百
戸

永
楽
二
十
二

宣
徳
三
年
跤
趾
。

二
五
四

17　

李
世
勲

襄
陽
県

景
泰
元
年
覇
州
。

二
五
五

18　

馬
検

懐
寧
県　

裕
陵
衛

成
化
十
四

正
徳
九
年
三
岔
口
。

二
五
七

19　

周
灝

銭
江
県

永
楽
二
十
二

景
泰
元
年
大
同
北
門
外
雷
公
石
仏
寺
。

二
六
三

20　

趙
堂

帰
安
県　

金
吾
右
衛

永
楽
二
十
二

正
統
十
四
年
福
建
沙
県
、
計
口
、
新
坊
。

二
六
五

21　

田
堯

盱
眙
県

永
楽
二
十
二

正
統
十
四
年
迤
北
。
天
順
二
涼
州
白
塔
寺
。

二
七
四

22　

曹
添
爵

定
遠
県　

羽
林
右
衛

正
統
十
四
年
福
建
寨
等
処
。

二
七
七

つ
ぎ
に
、『
献
陵
衛
選
簿
』
か
ら
摘
記
す
る
。

【
表
Ｂ
①
】

23　

張
勲

遷
安
県　

武
成
左
衛
指
揮
僉
事

正
統
十
四
年
徳
勝
門
外
、
大
同
西
門
外
石
仏
口
。

二
九
二

24　

王
清

懐
寧
県　

武
成
左
衛
指
揮
使

成
化
十
九
年
大
同
。

二
九
三
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25　

袁
勲

寿
州　
　

武
成
左
衛

景
泰
元
年
殺
賊
殺
死
。

二
九
八

26　

王
臣

東
安
州

正
統
九
年
土
河
等
処
。

三
〇
一

27　

劉
鎧

香
河
県　

武
成
左
衛
総
旗

正
統
九
年
迤
北
。
十
四
年
徳
勝
門
外
。
景
泰
元
年
代
州
西
門

外
、
平
形
嶺
。

三
〇
四

28　

趙
国
賓

順
義
県

正
統
十
四
年
虎
峪
口
。

三
〇
四

29　

何
鼎

香
河
県

宣
徳
十

景
泰
元
年
大
同
北
門
外
来
雷
公
山
石
仏
寺
。

三
〇
八

30　

趙
元
夫

香
河
県　

武
成
左
衛
総
旗

宣
徳
十

景
泰
元
年
雷
公
山
。

三
一
〇

31　

張
鎮

香
河
県　

武
成
左
衛
総
旗

宣
徳
十

景
泰
元
年
代
州
等
処
。

三
一
〇

32　

王
良
弼

香
河
県　

武
成
左
衛
総
旗

宣
徳
十

景
泰
元
年
代
州
西
門
外
、
崞
県
平
形
嶺
。

三
一
一

33　

張
秉
彛

泰
興
県

正
統
十
四
年
徳
勝
門
外
、
固
安
県
楊
宣
務
、
渾
河
、
覇
州
苑

家
口
、
台
山
尖
岔
務
。
景
泰
元
年
大
同
北
門
外
雷
公
山
石
仏

寺
。

三
一
二

34　

程
富

香
河
県

景
泰
元
年
大
同
北
門
外
雷
公
山
、
代
州
四
門
外
。

三
一
三

35　

王
大
経

宝
坻
県

宣
徳
十

徳
勝
門
外
。

三
一
五

36　

蒋
文
顕

龍
泉
県　

武
成
左
衛
百
戸

宣
徳
十

景
泰
元
年
雷
公
山
等
処
。

三
一
八

37　

張
経

泰
興
県

正
統
十
四
年
徳
勝
門
外
、
固
安
県
楊
宣
務
、
渾
河
、
覇
州
苑

家
口
、
台
山
。
景
泰
元
年
大
同
北
門
外
雷
公
山
石
仏
寺
。

三
一
九

38　

王
相

宝
坻
県　

武
成
左
衛
総
旗

宣
徳
十

正
統
十
四
年
固
安
務
、
台
山
。

三
二
三

明代護陵衛考
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39　

王
実

新
安
県

景
泰
元
年
大
同
。

三
二
四

40　

于
茂

香
河
県　

武
成
左
衛
前
所
軍

宣
徳
十

正
統
十
四
年
徳
勝
門
外
、
固
安
県
楊
宣
務
、
覇
州
苑
家
口
、

台
山
尖
岔
務
。
代
州
西
門
外
、
崞
県
平
形
嶺
。

三
二
五

41　

顧
継
宗

郴
州　
　

武
成
左
衛

正
統
九
年
迤
北
。
十
四
年
徳
勝
門
。
成
化
三
年
遼
東
建
州
。

三
二
七

42　

郭
仁

香
河
県

宣
徳
十

正
統
九
年
迤
北
土
河
等
処
。
十
四
年
征
進
、
西
直
門
。

三
三
一

43　

司
同

宝
坻
県　

武
成
左
衛
総
旗

正
統
九
年
土
河
北
川
。
景
泰
元
年
固
安
覇
州
等
処
。

三
三
三

44　

馬
柰

宝
坻
県

正
統
九
年
迤
北
。
十
四
年
固
安
県
楊
宣
務
、
覇
州
苑
家
口
。

天
順
五
年
四
牌
楼
。

三
三
八

45　

劉
孚
恩

蔚
州　
　

武
成
左
衛

正
統
九
年
土
河
北
川
。
十
四
年
征
進
。

三
四
〇

46　

韓
昂

宝
坻
県

正
統
九
年
迤
北
。
十
四
年
征
進
。

三
四
九

47　

史
登
雲

宝
坻
県

宣
徳
十

正
統
十
四
年
徳
勝
門
外
。

三
五
〇

48　

孫
愷

沂
州

宣
徳
十

正
統
二
年
土
河
北
川
。
十
四
年
征
進
。

三
五
四

49　

王
有
五

香
河
県　

武
成
左
衛
百
戸

宣
徳
十

正
統
十
四
年
征
進
。

三
五
七

50　

陳
儒

恩
県　
　

武
成
左
衛
総
旗

宣
徳
十

景
泰
元
年
雷
公
山
。

三
六
一

51　

王
廷
輔

宝
坻
県

景
泰
元
年
大
同
北
門
外
石
仏
寺
。

三
六
一

以
上
、『
長
陵
衛
選
簿
』・『
献
陵
衛
選
簿
』
の
中
か
ら
衛
所
官
家
そ
れ
ぞ
れ
の
戦
歴
に
関
す
る
記
録
を
探
り
出
し
、
そ
れ
ら
を
集
積

し
て
一
覧
表
と
し
た
。
そ
の
結
果
に
基
づ
く
【
表
Ａ
①
】・【
表
Ｂ
①
】
に
つ
い
て
、
若
干
補
足
し
て
説
明
を
加
え
る
と
、
両
方
併
せ
て
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事
例
総
数
五
十
一
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
現
存
の
『
長
陵
衛
選
簿
』・『
献
陵
衛
選
簿
』
に
み
え
る
衛
所
官
家
の
す
べ
て
を
遺
漏
な
く
網
羅

し
た
わ
け
で
は
な
い
。
世
襲
の
記
録
簿
と
し
て
の
衛
選
簿
に
軍
功
が
記
さ
れ
て
い
る
の
は
、
陞
進
等
に
関
連
し
て
で
あ
っ
て
、
そ
の
陞

進
過
程
に
お
い
て
い
か
な
る
軍
事
活
動
・
戦
役
に
関
わ
っ
て
陞
進
し
た
の
か
を
示
す
記
述
が
ま
っ
た
く
な
い
と
い
う
ケ
ー
ス
が
少
な
く

な
い
の
で
あ
る
。『
長
陵
衛
選
簿
』・『
献
陵
衛
選
簿
』
に
お
い
て
も
、
収
録
さ
れ
て
い
る
衛
所
官
家
の
数
と
【
表
Ａ
①
】・【
表
Ｂ
①
】

に
収
録
し
た
事
例
数
と
に
は
、
以
上
の
事
由
に
よ
り
当
然
乖
離
が
あ
る
。

さ
て
、
そ
う
し
た
性
質
を
有
す
る
【
表
Ａ
①
】・【
表
Ｂ
①
】
か
ら
長
陵
衛
・
献
陵
衛
双
方
の
軍
事
活
動
の
実
相
を
知
る
材
料
に
す
る

た
め
、
紀
年
順
に
整
理
す
る
と
、【
表
Ａ
②
】
と
【
表
Ｂ
②
】
と
を
得
る
（
な
お
、
そ
れ
ぞ
れ
の
戦
役
地
等
に
付
し
た
数
字
は
【
表
Ａ
①
】・【
表

Ｂ
①
】
に
付
し
た
№
で
あ
る
）。

【
表
Ａ
②
】

宣
徳
三
年　
　

跤
趾
16
。

宣
徳
四
年　
　

下
西
洋
9
。

宣
徳
六
年　
　

下
西
洋
8
。

正
統
八
年　
　

黄
河
北
川
1
。

正
統
九
年　
　

迤
北
5
。
迤
北
克
列
蘇
6
。
迤
北
7
。
迤
北
土
河
川
11
。
熱
水
川
14
。

正
統
十
四
年　

  

征
進
1
。
覇
州
、
大
同
北
門
外
2
。
迤
北
征
進
5
。
征
進
9
。
徳
勝
門
、
固
安
県
、
覇
州
等
処
10
。
南
平
西
芹
、
沙
県
、
清
流
県

11
。
西
直
門
外
、
紫
荊
関
五
郎
河
13
。
北
征
14
。
徳
勝
門
等
処
15
。
福
建
沙
県
、
計
口
、
新
坊
20
。
迤
北
21
。
福
建
寨
等
処
22
。
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景
泰
元
年　
　

大
同
代
州
等
処
10
。
覇
州
17
。
大
同
北
門
外
雷
公
石
仏
寺
19
。

景
泰
三
年　
　

石
牌
廊
2
。

天
順
二
年　
　

涼
州
白
塔
寺
21
。

天
順
五
年　
　

四
牌
楼
1
。
東
大
市
街
2
。
荊
襄
15
。

成
化
三
年　
　

建
州
王
鉄
等
寨
4
。

成
化
十
九
年　

広
西
荔
浦
等
処
12
。

正
徳
九
年　
　

三
岔
口
18
。

正
徳
年　
　
　

寧
夏
地
方
3
。

【
表
Ｂ
②
】

正
統
二
年　
　

土
河
北
川
48
。

正
統
九
年　
　

土
河
等
処
26
。
迤
北
27
。
迤
北
41
。
迤
北
土
河
等
処
42
。
土
河
北
川
43
。
迤
北
44
。
土
河
北
川
45
。
迤
北
46
。

正
統
十
四
年　

  

徳
勝
門
外
、
大
同
西
門
外
石
仏
口
23
。
徳
勝
門
外
27
。
虎
峪
口
28
。
徳
勝
門
外
、
固
安
県
楊
宣
務
、
渾
河
、
覇
州
苑
家
口
、
台
山
尖

岔
務
33
。
徳
勝
門
外
35
。
徳
勝
門
外
、
固
安
県
楊
宣
務
、
渾
河
、
覇
州
苑
家
口
、
台
山
37
。
固
安
務
、
台
山
38
。
徳
勝
門
外
、
固
安

県
楊
宣
務
、
覇
州
苑
家
口
、
台
山
尖
岔
務
40
。
徳
勝
門
41
。
征
進
、
西
直
門
42
。
固
安
県
楊
宣
務
、
覇
州
苑
家
口
44
。
征
進
45
。
征

進
46
。
徳
勝
門
外
47
。
征
進
48
。
征
進
49
。

景
泰
元
年　
　

  

殺
賊
殺
死
25
。
代
州
西
門
外
、
平
形
嶺
27
。
大
同
北
門
外
来
雷
公
山
石
仏
寺
29
。
雷
公
山
30
。
代
州
等
処
31
。
代
州
西
門
外
、
崞
県

平
形
嶺
32
。
大
同
北
門
外
雷
公
山
石
仏
寺
33
。
大
同
北
門
外
雷
公
山
、
代
州
四
門
34
。
雷
公
山
等
処
36
。
大
同
北
門
外
雷
公
山
石
仏

寺
37
。
大
同
39
。
代
州
西
門
外
、
崞
県
平
形
嶺
40
。
固
安
覇
州
等
処
43
。
雷
公
山
50
。
大
同
北
門
外
石
仏
寺
51
。
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天
順
五
年　
　

四
牌
楼
44
。

成
化
三
年　
　

遼
東
建
州
41
。

成
化
十
九
年　

大
同
24
。

以
上
の
【
表
Ａ
②
】・【
表
Ｂ
②
】
中
に
み
え
る
戦
役
等
は
、
外
征
と
内
征
と
に
分
け
ら
れ
る
。
年
次
ご
と
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
戦
役
に

つ
い
て
簡
略
な
説
明
を
加
え
る
と
、【
表
Ａ
②
】
に
つ
い
て
は
、
つ
ぎ
の
通
り
で
あ
る
。

宣
徳
三
年
（
一
四
二
七
）「
跤
趾
16
」
に
み
え
る
跤
趾
は
交
趾
で
、
ベ
ト
ナ
ム
の
北
部
、
ソ
ン
コ
イ
川
流
域
を
呼
ん
だ
地
名
で
あ
る
。

前
漢
の
武
帝
が
南
越
を
征
服
し
て
、
こ
こ
に
置
い
た
九
郡
の
一
つ
に
初
め
て
交
趾
郡
の
名
が
み
え
、
以
後
千
年
以
上
に
わ
た
っ
て
、
交

趾
の
名
は
中
国
に
親
し
ま
れ
て
き
た
た
め
、
十
世
紀
に
こ
こ
が
独
立
し
て
安
南
国
と
な
っ
て
か
ら
も
、
中
国
で
は
依
然
と
し
て
交
趾
国

と
呼
ん
だ
。
元
明
代
に
は
中
国
か
ら
幾
度
も
侵
略
さ
れ
る
が
、
そ
れ
に
つ
い
て
は
山
本
達
郎
、
藤
原
利
一
郎
両
氏
に
詳
細
な
研
究
が
あ

る
）
22
（

。宣
徳
四
年
（
一
四
二
八
）「
下
西
洋
9
」
と
宣
徳
六
年
（
一
四
三
一
）「
下
西
洋
8
」
は
、
明
代
史
上
著
名
な
鄭
和
の
西
征
を
さ
す
。
そ

れ
は
七
回
行
わ
れ
た
が
、
宣
徳
年
間
に
関
わ
る
の
は
、
第
七
次
の
西
征
で
あ
る
。
永
楽
朝
に
お
い
て
連
続
的
に
き
わ
め
て
盛
ん
に
行
わ

れ
た
鄭
和
の
西
征
は
、
そ
の
余
り
に
も
莫
大
な
費
用
を
要
し
た
の
で
、
永
楽
帝
が
崩
御
す
る
と
た
ち
ま
ち
停
止
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

洪
煕
帝
に
つ
い
で
宣
徳
帝
が
即
位
し
た
あ
と
も
、
な
お
し
ば
ら
く
の
間
、
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
の
招
諭
は
行
わ
れ
ず
、
そ
れ
ら
の
諸
国
の

朝
貢
も
稀
と
な
っ
て
い
た
が
、
宣
徳
五
年
（
一
四
三
〇
）
六
月
に
至
っ
て
、
宣
徳
帝
は
永
楽
帝
の
雄
図
に
倣
っ
て
ふ
た
た
び
海
外
諸
国

を
招
諭
す
べ
く
、
鄭
和
に
命
じ
て
こ
れ
に
あ
た
ら
し
め
る
こ
と
と
し
た）
23
（

。
し
た
が
っ
て
、「
下
西
洋
9
」
の
よ
う
に
そ
の
年
次
を
宣
徳
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四
年
（
一
四
二
八
）
に
作
る
の
は
、
繫
年
を
誤
記
し
て
い
る
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。

正
統
八
年
（
一
四
四
三
）「
黄
河
北
川
1
」
と
正
統
九
年
（
一
四
四
四
）「
迤
北
5
。
迤
北
克
列
蘇
6
。
迤
北
7
。
迤
北
土
河
川
11
。
熱

水
川
14
」
に
み
え
る
諸
地
名
は
、
い
ず
れ
も
明
軍
の
兀
良
哈
征
討
に
関
係
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
戦
役
に
関
し
て
は
、
す
で
に
別
の

機
会
に
複
数
回
論
じ
た
の
で）
24
（

、
さ
ら
に
贅
語
を
重
ね
る
こ
と
は
し
な
い
が
、
た
だ
一
点
、
そ
の
年
次
に
つ
い
て
い
え
ば
、
こ
の
戦
役
は

正
統
八
年
（
一
四
四
三
）
と
九
年
（
一
四
四
四
）
と
に
わ
た
っ
て
個
別
に
二
次
、
あ
る
い
は
正
統
八
年
（
一
四
四
三
）
か
ら
九
年
（
一
四
四
四
）

に
か
け
て
二
年
に
わ
た
っ
て
行
わ
れ
た
と
い
う
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
成
国
公
朱
勇
等
が
兀
良
哈
征
伐
の
勅
命
を
拝
受
し
た
の
は
、
正

統
九
年
（
一
四
四
四
）
春
正
月
二
十
一
日
、
そ
し
て
守
備
独
石
永
寧
左
参
将
都
督
同
知
楊
洪
等
に
対
し
て
も
兀
良
哈
征
伐
の
勅
命
が
降
っ

た
の
は
、
そ
の
三
日
後
の
二
十
四
日
の
こ
と
で
あ
っ
た
。「
黄
河
北
川
1
」・「
迤
北
5
。
迤
北
克
列
蘇
6
。
迤
北
7
。
迤
北
土
河
川
11
。

熱
水
川
14
」
に
関
わ
る
明
軍
の
兀
良
哈
征
討
は
、
正
統
九
年
（
一
四
四
四
）
正
月
の
そ
れ
を
さ
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
そ
れ
を
正

統
八
年
（
一
四
四
三
）
に
繫
年
し
て
い
る
の
は
単
な
る
誤
記
で
あ
る
。

正
統
十
四
年
（
一
四
四
九
）「
征
進
1
。
覇
州
、
大
同
北
門
外
2
。
迤
北
征
進
5
。
征
進
9
。
徳
勝
門
、
固
安
県
、
覇
州
等
処
10
。
南

平
西
芹
、
沙
県
、
清
流
県
11
。
西
直
門
外
、
紫
荊
関
五
郎
河
13
。
北
征
14
。 

徳
勝
門
等
処
15
。
福
建
沙
県
、
計
口
、
新
坊
20
。
迤
北

21
。
福
建
寨
等
処
22
」
に
み
え
る
地
名
等
の
用
語
は
、
同
年
に
起
き
た
土
木
の
変
、
そ
の
あ
と
の
京
師
防
衛
戦
と
福
建
で
起
き
た
鄧
茂

七
の
乱
の
三
戦
役
に
関
わ
る
も
の
で
、
分
類
す
る
と
、

【
表
Ａ
③
】

土
木
の
変　
　

征
進
1
。
迤
北
征
進
5
。
征
進
9
。
北
征
14
。
迤
北
21
。
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京
師
防
衛
戦　

覇
州
、
大
同
北
門
外
2
。
徳
勝
門
、
固
安
県
、
覇
州
等
処
10
。
西
直
門
外
、
紫
荊
関
五
郎
河
13
。
徳
勝
門
等
処
15
。

鄧
茂
七
の
乱　

南
平
西
芹
、
沙
県
、
清
流
県
11
。 

福
建
沙
県
、
計
口
、
新
坊
20
。
福
建
寨
等
処
22
。

と
な
る）
25
（

。

景
泰
元
年
（
一
四
五
〇
）「
大
同
代
州
等
処
10
。
覇
州
17
。
大
同
北
門
外
雷
公
石
仏
寺
19
」
は
い
ず
れ
も
土
木
の
変
後
に
起
き
た
京
師

防
衛
戦
に
関
わ
る
。

景
泰
三
年
（
一
四
五
二
）「
石
牌
廊
2
」、
天
順
二
年
（
一
四
五
八
）「
涼
州
白
塔
寺
21
」
の
二
件
に
つ
い
て
は
、
い
か
な
る
戦
役
で
あ
っ

た
か
明
確
に
し
え
な
い
。
後
者
の
涼
州
府
は
明
代
に
あ
っ
て
は
陝
西
に
所
属
し
た
の
で
、
こ
の
戦
役
で
長
陵
衛
の
衛
所
官
軍
が
陝
西
涼

州
府
の
白
塔
寺
ま
で
軍
行
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
が
、
前
者
の
石
牌
廊
に
関
し
て
は
、
そ
も
そ
も
こ
れ
が
ど
こ
の
地
域
に
所
在
し
た
か
、

そ
地
域
比
定
さ
え
、
現
在
の
と
こ
ろ
で
き
な
い
。

天
順
五
年
（
一
四
六
一
）「
四
牌
楼
1
。
東
大
市
街
2
。
荊
襄
15
」
の
内
、「
四
牌
楼
1
。
東
大
市
街
2
」
は
曹
欽
の
乱
、
も
し
く
は

四
牌
楼
の
戦
い
と
呼
ば
れ
、
奪
門
の
変
で
功
績
著
し
か
っ
た
曹
吉
祥
・
石
亨
・
徐
有
貞
に
対
す
る
文
臣
官
僚
の
権
力
闘
争
の
過
程
で
起

き
た
変
乱
で
あ
っ
た）
26
（

。
天
順
五
年
「
荊
襄
15
」
は
明
代
中
期
に
湖
広
北
西
部
の
山
岳
地
帯
を
中
心
と
し
て
展
開
し
た
農
民
反
乱
に
出
陣

し
た
こ
と
を
さ
す
。
こ
の
地
域
を
代
表
す
る
都
市
荊
州
と
襄
陽
の
名
を
と
っ
て
荊
襄
の
乱
と
呼
ば
れ
る
。
こ
の
反
乱
は
、
天
順
の
と
き

と
成
化
の
と
き
の
二
度
起
こ
り
、
前
者
は
「
劉
通
を
領
袖
と
し
、
石
竜
、
劉
長
子
が
指
導
部
を
形
成
し
、「
漢
王
」
を
自
称
し
た）
27
（

。「
荊

襄
15
」
は
こ
の
反
乱
鎮
圧
に
関
わ
り
、
長
陵
衛
は
荊
州
襄
陽
の
地
に
出
軍
し
た
の
で
あ
る
。

成
化
三
年
（
一
四
六
七
）「
建
州
王
鉄
等
寨
4
」
は
明
朝
・
女
直
関
係
史
上
に
お
い
て
「
成
化
三
年
の
役
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
戦
役
に
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関
わ
る
。
明
朝
は
前
年
か
ら
続
い
た
毛
憐
衛
の
遼
東
襲
撃
の
裏
に
建
州
女
直
の
頭
目
が
い
る
と
み
な
し
、
朝
鮮
王
朝
に
出
兵
を
求
め
、

中
・
朝
両
軍
に
よ
っ
て
建
州
を
挟
撃
し
よ
う
と
し
た
の
が
、
こ
の
戦
役
が
起
こ
さ
れ
た
理
由
で
あ
る）
28
（

。

成
化
十
九
年
（
一
四
八
三
）「
広
西
荔
浦
等
処
12
」
の
荔
浦
等
処
は
広
西
平
楽
府
荔
浦
県
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
は
猺
族
の
居
住
地

で
も
あ
っ
た
。
翌
年
の
成
化
二
十
年
（
一
四
八
四
）
十
一
月
に
、
広
西
布
政
司
左
布
政
使
何
経
・
右
布
政
使
章
律
・
左
参
議
唐
盛
・
按

察
使
孔
鏞
・
僉
事
蕭
蒼
・
広
東
按
察
司
副
使
陶
魯
の
俸
は
、
荔
浦
等
処
の
猺
賊
を
征
す
る
に
功
有
る
を
理
由
に
そ
れ
ぞ
れ
一
級
陞
せ
ら

れ
て
い
る）
29
（

。
褒
賞
の
対
象
と
な
っ
た
荔
浦
等
処
の
猺
賊
討
伐
の
時
期
は
明
確
に
特
定
で
き
な
い
が
、
そ
の
と
き
広
西
布
政
司
右
布
政
使

で
あ
っ
た
章
律
は
、
こ
れ
よ
り
三
ヶ
月
前
の
八
月
二
十
一
日
に
貴
州
左
布
政
使
に
昇
格
し
て
転
出
し
て
い
る
の
で）
30
（

、
討
伐
は
同
年
八
月

以
前
の
こ
と
と
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
成
化
十
九
年
（
一
四
八
三
）「
広
西
荔
浦
等
処
12
」
は
、
そ
の
年
次
か
ら
み
て
、
広
西
左
布
政
使

何
経
・
右
布
政
使
章
律
等
に
よ
る
荔
浦
等
処
の
猺
賊
討
伐
に
直
接
関
わ
る
の
か
、
そ
の
判
断
は
難
し
い
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
直
接
関
わ

ら
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
長
陵
衛
が
遙
か
け
し
広
西
平
楽
府
の
荔
浦
等
処
ま
で
軍
行
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

正
徳
九
年
（
一
五
一
四
）「
三
岔
口
18
」
の
岔
は
山
や
道
路
の
分
岐
点
を
さ
し
、
三
つ
叉
に
分
か
れ
た
地
点
の
こ
と
を
三
岔
口
と
い
う
。

し
た
が
っ
て
、「
○
○
三
岔
口
」
と
い
う
地
名
は
数
多
あ
り）
31
（

、
こ
こ
に
み
え
る
三
岔
口
が
ど
こ
に
位
置
す
る
か
、
そ
し
て
、
正
徳
九
年
（
一

五
一
四
）
に
お
け
る
三
岔
口
の
戦
役
が
い
か
な
る
も
の
で
あ
っ
た
か
は
分
明
で
は
な
い
。
正
徳
年
「
寧
夏
地
方
3
」
も
ま
た
紀
年
を
欠

く
の
で
、
い
か
な
る
戦
役
で
あ
っ
た
の
か
は
特
定
し
え
な
い
。

以
上
、【
表
Ａ
②
】
に
あ
ら
わ
れ
た
各
戦
役
に
つ
い
て
簡
単
に
み
て
き
た
。
引
き
続
き
【
表
Ｂ
②
】
に
み
え
る
戦
役
に
つ
い
て
簡
単

に
ふ
れ
て
お
き
た
い
。

正
統
二
年
（
一
四
三
七
）「
土
河
北
川
48
」
と
正
統
九
年
（
一
四
四
四
）「
土
河
等
処
26
。
迤
北
27
。
迤
北
41
。
迤
北
土
河
等
処
42
。
土
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河
北
川
43
。
迤
北
44
。
土
河
北
川
45
。
迤
北
46
」
と
は
明
軍
の
兀
良
哈
征
討
に
関
わ
る
。
こ
の
戦
役
が
正
統
九
年
（
一
四
四
四
）
の
こ

と
で
あ
る
こ
と
は
、
さ
き
に
ふ
れ
た
ご
と
く
で
あ
り
、「
土
河
北
川
48
」
の
紀
年
を
正
統
二
年
（
一
四
三
七
）
に
作
る
の
は
誤
記
で
あ
る
。

正
統
十
四
年
（
一
四
四
九
）「
徳
勝
門
外
、
大
同
西
門
外
石
仏
口
23
。
徳
勝
門
外
27
。
虎
峪
口
28
。
徳
勝
門
外
、
固
安
県
楊
宣
務
、
渾

河
、
覇
州
苑
家
口
、
台
山
尖
岔
務
33
。
徳
勝
門
外
35
。
徳
勝
門
外
、
固
安
県
楊
宣
務
、
渾
河
、
覇
州
苑
家
口
、
台
山
37
。
固
安
務
、
台

山
38
。
徳
勝
門
外
、
固
安
県
楊
宣
務
、
覇
州
苑
家
口
、
台
山
尖
岔
務
40
。
徳
勝
門
41
。
征
進
、
西
直
門
42
。
固
安
県
楊
宣
務
、
覇
州
苑

家
口
44
。
征
進
45
。
征
進
46
。
徳
勝
門
外
47
。
征
進
48
。
征
進
49
」
は
、
土
木
の
変
と
そ
の
直
後
の
京
師
防
衛
戦
に
関
わ
る
地
名
等
の

用
語
で
あ
る
。「
征
進
」
と
あ
る
の
は
、
英
宗
の
親
征
軍
に
組
み
込
ま
れ
、
土
木
の
変
に
遭
遇
し
、
戦
没
等
に
至
っ
た
も
の
、
そ
れ
以

外
の
地
名
等
用
語
は
京
師
防
衛
戦
に
関
わ
る
も
の
で
あ
る
。

景
泰
元
年
（
一
四
五
〇
）「
殺
賊
殺
死
25 
。
代
州
西
門
外
、
平
形
嶺
27
。
大
同
北
門
外
来
雷
公
山
石
仏
寺
29
。
雷
公
山
30
。 

代
州
等

処
31
。
代
州
西
門
外
、
崞
県
平
形
嶺
32
。
大
同
北
門
外
雷
公
山
石
仏
寺
33
。
大
同
北
門
外
雷
公
山
、
代
州
四
門
34
。
雷
公
山
等
処
36
。

大
同
北
門
外
雷
公
山
石
仏
寺
37
。
大
同
39
。
代
州
西
門
外
、
崞
県
平
形
嶺
40 

。
固
安
覇
州
等
処
43
。
雷
公
山
50
。
大
同
北
門
外
石
仏

寺
51
」
は
、
い
ず
れ
も
京
師
防
衛
戦
に
関
わ
る
地
名
そ
の
他
の
用
語
で
あ
る
。

天
順
五
年
（
一
四
六
一
）「
四
牌
楼
44
」
と
成
化
三
年
（
一
四
六
七
）「
遼
東
建
州
41
」
は
、
す
で
に
【
表
Ａ
②
】
の
ケ
ー
ス
で
ふ
れ
た

通
り
で
、
前
者
は
首
都
で
起
き
た
反
乱
鎮
圧
、
後
者
は
明
・
朝
鮮
両
軍
に
よ
る
建
州
女
直
征
討
を
さ
す
。

成
化
十
九
年
（
一
四
八
三
）「
大
同
24
」
は
、
こ
の
年
に
山
西
大
同
で
起
き
た
戦
役
を
指
称
す
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
が
、
モ
ン
ゴ
ル

勢
力
の
侵
攻
は
複
数
回
あ
り）
32
（

、「
大
同
24
」
の
場
合
、「
成
化
十
九
年
、
大
同
に
て
賊
を
剿
す
」
と
い
う
記
述
し
か
な
く
、
複
数
回
あ
っ

た
侵
攻
の
中
の
ど
れ
に
該
当
す
る
の
か
、
特
定
は
む
ず
か
し
い
。

明代護陵衛考
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【
表
Ｂ
②
】
に
み
え
る
用
語
は
、
多
く
が
【
表
Ａ
②
】
と
重
な
っ
て
い
る
。
と
い
う
こ
と
は
、
長
陵
衛
と
献
陵
衛
が
と
も
に
当
該
戦

役
に
明
朝
が
編
制
し
た
征
討
軍
あ
る
い
は
迎
撃
軍
等
に
組
み
込
ま
れ
て
出
軍
し
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
こ
で
、【
表
Ａ
②
】・【
表

Ｂ
②
】
双
方
に
み
え
る
戦
役
に
関
わ
る
用
語
を
年
次
別
、
戦
役
別
に
整
理
す
る
と
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
な
る
。

【
表
Ｃ
】

　

年
次 

戦
役 

長
陵
衛
の
事
例 

献
陵
衛
の
事
例

宣
徳
三
年 

交
趾 

16

宣
徳
六
年 

下
西
洋 
8
、
9

正
統
九
年 

兀
良
哈 
1
、
5
、
6
、
7
、
11
、
14 

26
、
27
、
41
、
42
、
43
、
44
、
45
、
46
、
48

正
統
十
四
年 

土
木
の
変 

1
、
9
、
14 

45
、
46
、
48
、
49

　

 

同
上 

鄧
茂
七
の
乱 

11
、
20
、
22

　

 

同
上 

京
師
防
衛
戦 

2
、
10
、
13
、
15 

23
、
27
、
28
、
33
、
35
、
37
、
38
、
40
、
41
、
42
、
44
、
47

景
泰
元
年 

京
師
防
衛
戦 

10
、
17
、
19 

25
、
27
、
29
、
30
、
31
、
32
、
33
、
34
、
36
、
37
、
39
、
40
、
43
、
50
、
51

景
泰
三
年 

石
牌
廊 

2

天
順
二
年 

涼
州
白
塔
寺 

21

天
順
五
年 

曹
欽
の
乱 

1
、
2 

44

　

同
上 

湖
広
荊
襄
の
乱 

15

成
化
三
年 

建
州
征
討 

4 

41
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成
化
十
九
年 

広
西
猺
賊
討
伐 

12

　

同
上 

大
同 

24

正
徳
九
年 

三
岔
口 

18

正
徳
年 

寧
夏
地
方 

3

明
代
に
お
け
る
各
戦
役
と
そ
れ
に
対
す
る
長
陵
衛
、
献
陵
衛
双
方
の
出
軍
状
況
を
衛
選
簿
に
明
示
さ
れ
て
い
る
事
例
を
整
理
す
る

と
、
以
上
の
よ
う
に
な
る
が
、
さ
き
に
ふ
れ
た
よ
う
に
、
多
く
の
戦
役
に
お
い
て
両
者
は
重
な
り
合
っ
て
い
る
。
そ
し
て
ま
た
、
両
護

陵
衛
が
内
征
に
も
外
征
に
も
投
入
さ
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。【
表
Ｃ
】
中
、
宣
徳
三
年
交
趾
征
討
、
宣
徳
六
年
下
西
洋
（
鄭
和
の
西
征
）、

正
統
九
年
兀
良
哈
征
討
、
正
統
十
四
年
モ
ン
ゴ
ル
軍
に
覆
滅
さ
れ
た
土
木
の
変
、
成
化
三
年
建
州
征
討
は
外
征
で
あ
り
、
正
統
十
四
年

（
一
四
四
九
）
福
建
に
お
け
る
鄧
茂
七
の
乱
、
正
統
十
四
年
土
木
の
変
直
後
の
京
師
防
衛
戦
、
景
泰
元
年 

京
師
防
衛
戦
、
景
泰
三
年
石

牌
廊
に
お
け
る
戦
役
、
天
順
二
年
涼
州
白
塔
寺
に
お
け
る
戦
役
、
天
順
五
年
曹
欽
の
乱
（
四
牌
楼
の
戦
い
）、
同
年
に
起
き
た
湖
広
荊
襄

の
乱
、
成
化
十
九
年
広
西
猺
賊
討
伐
、
同
じ
く
大
同
で
の
戦
役
、
正
徳
九
年
三
岔
口
で
の
戦
役
、
正
徳
年
の
寧
夏
地
方
で
の
戦
役
は
内

征
で
あ
る
。
内
征
に
お
い
て
も
、
京
師
防
衛
戦
や
曹
欽
の
乱
の
よ
う
に
、
首
都
お
よ
び
そ
の
周
辺
で
起
き
た
反
乱
の
鎮
圧
や
防
衛
戦
だ

け
で
は
な
く
、
陝
西
、
山
西
、
湖
広
、
広
西
等
の
遠
隔
地
に
ま
で
派
遣
さ
れ
て
い
る
。

長
陵
衛
・
献
陵
衛
は
、
本
来
的
に
は
、
永
楽
帝
を
埋
葬
し
た
長
陵
、
洪
煕
帝
を
葬
っ
た
献
陵
を
守
護
す
る
た
め
に
設
置
さ
れ
た
の
で

あ
る
が
、
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
軍
事
活
動
は
、
帝
陵
の
置
か
れ
た
天
寿
山
周
辺
に
局
促
す
る
こ
と
な
く
、
広
範
囲
に
わ
た
っ
て
展
開

さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

明代護陵衛考
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お
わ
り
に

い
ま
さ
ら
喋
々
す
る
ま
で
も
な
く
、
南
京
孝
陵
の
墓
主
で
あ
る
太
祖
洪
武
帝
は
、
洪
武
三
十
一
年
（
一
三
九
八
）
閏
五
月
十
日
に
崩

御
し
、
そ
れ
か
ら
一
週
間
後
の
十
六
日
に
、
南
京
の
鍾
山
南
側
中
腹
の
孝
陵
に
埋
葬
さ
れ
た
。
こ
こ
に
は
、
す
で
に
最
愛
の
妻
高
皇
后

（
孝
慈
皇
后
）
が
埋
葬
さ
れ
て
お
り
、
同
じ
墓
所
で
永
遠
の
眠
り
に
つ
く
こ
と
に
な
っ
た
。
陪
葬
者
と
し
て
鍾
山
の
北
側
に
埋
葬
さ
れ
た

人
と
し
て
は
、
中
山
王
徐
達
の
ほ
か
、
常
遇
春
（
開
平
王
）・
李
文
忠
（
阜
陽
王
）・
湯
和
（
東
甌
王
）・
呉
良
（
江
国
王
）・
呉
禎
（
海
国
王

公
）・
顧
時
（
滕
国
公
）・
呉
復
（
安
陸
侯
）
等
の
功
臣
た
ち
が
い
て
、
死
後
の
世
界
に
お
い
て
も
、
太
祖
に
臣
従
し
た
。
孝
陵
衛
は
、
太

祖
崩
御
の
二
ヶ
月
後
の
同
年
六
月
に
、
か
か
る
孝
陵
の
保
護
・
管
理
・
維
持
の
た
め
に
朝
陽
門
外
に
設
置
さ
れ
た）
33
（

。

永
楽
帝
の
長
陵
衛
、
洪
煕
帝
の
献
陵
衛
の
軍
事
活
動
の
様
相
に
つ
い
て
は
、
前
章
に
の
べ
た
通
り
で
あ
る
が
、
孝
陵
衛
も
ま
た
そ
れ

ら
の
衛
所
と
軌
を
一
に
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
残
念
な
が
ら
、
現
在
の
と
こ
ろ
、『
孝
陵
衛
選
簿
』
の
伝
存
は
知
ら
れ
て
い
な
い

の
で
、
長
陵
衛
、
献
陵
衛
の
よ
う
に
軍
事
活
動
の
詳
細
を
把
握
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
わ
ず
か
一
件
だ
け
で
は
あ

る
が
、
孝
陵
衛
の
内
征
に
ふ
れ
た
記
述
が
み
ら
れ
る
。
そ
れ
は
、『
金
吾
右
衛
選
簿
』
王
之
臣
の
条
（『
中
国
明
朝
档
案
総
匯
』
第
五
〇
冊
）

「
外
黄
査
有
り
」
の
下
に
、

【
史
料
十
七
】

王
敬
、
旧
名
良
児
、
福
山
県
の
人
。
叔
父
王
討
児
有
り
、
洪
武
四
年
、
充
軍
、
十
四
年
、
傷
疾
、
二
十
二
年
、
良
を
将
っ
て
役
に
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代
ゆ
。
三
十
二
年
、
真
定
に
て
小
旗
に
陞
せ
ら
れ
、
鄭
村
垻
に
て
総
旗
に
陞
せ
ら
れ
、
済
南
に
て
実
授
百
戸
に
陞
せ
ら
れ
、
三
十

四
年
、
西
水
寨
に
て
副
千
戸
に
称
せ
ら
れ
、
三
十
五
年
、
京
師
を
平
定
し
、
孝
陵
衛
指
揮
僉
事
に
陞
せ
ら
る
。
永
楽
二
年
、
流
官

を
与
え
ら
る
。
王
友
は
王
敬
の
堂
弟
に
し
、
堂
兄
故
し
て
児
無
し
。
友
、
宣
徳
元
年
、
授
け
ら
れ
て
指
揮
僉
事
を
世
襲
す
。
王
純

は
、
王
友
の
嫡
長
男
に
係
る
。
父
、
四
牌
楼

0

0

0

に
お
い
て
殺
賊
に
功
有
り
、
指
揮
同
知
に
陞
せ
ら
る
（
一
五
〇
頁
）。

と
あ
り
、
靖
難
の
役
に
お
い
て
燕
王
軍
と
し
て
活
動
し
、
そ
の
期
間
中
に
小
旗
か
ら
孝
陵
衛
指
揮
僉
事
ま
で
一
気
に
陞
進
し
た
王
敬
が

死
去
す
る
と
、
そ
の
実
子
が
い
な
か
っ
た
た
め
堂
弟
（
父
方
の
い
と
こ
）
に
あ
た
る
王
友
が
そ
の
職
官
を
襲
い
だ
。
そ
の
王
友
が
、
天

順
五
年
（
一
四
六
一
）
に
お
き
た
、
歴
史
上
、
曹
欽
の
乱
と
呼
ば
れ
る
四
牌
楼
の
戦
い
に
孝
陵
衛
指
揮
僉
事
と
し
て
出
軍
し
、
そ
の
功

で
指
揮
同
知
に
陞
進
し
た
の
で
あ
る
。
南
京
の
孝
陵
衛
の
一
員
が
、
こ
の
と
き
北
京
に
内
征
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
事
例
か
ら
み
れ
ば
、

孝
陵
衛
の
軍
事
活
動
は
、
孝
陵
周
辺
や
南
京
周
辺
に
限
定
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
長
陵
衛
や
献
陵
衛
と
同
じ
よ
う
に
広
範
囲
に
わ
た
っ
て

展
開
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

む
ろ
ん
、
護
陵
衛
が
本
来
保
有
す
る
責
務
は
、
帝
陵
の
保
安
・
保
護
で
あ
り
、
大
多
数
の
親
軍
衛
・
京
衛
・
外
衛
と
は
や
や
性
格
を

異
に
し
、
地
方
に
封
ぜ
ら
れ
た
諸
王
に
付
せ
ら
れ
た
王
府
護
衛
と
同
様
に
特
殊
な
衛
所
で
あ
っ
た
。
王
府
護
衛
の
軍
事
活
動
が
、
宣
徳

以
降
、
王
府
護
衛
と
い
う
範
囲
か
ら
拡
大
し
て
外
征
と
内
征
に
及
ん
だ
こ
と
は
、
四
川
成
都
の
蜀
王
府
に
関
わ
る
『
成
都
左
護
衛
選
簿
』

を
素
材
に
闡
明
し
た
こ
と
が
あ
る
が）
34
（

、
そ
の
拡
大
化
は
宣
徳
年
間
に
始
ま
っ
て
い
る
。
本
来
護
陵
あ
る
い
は
王
府
護
衛
と
目
的
的
に
設

置
さ
れ
た
は
ず
の
長
陵
衛
・
献
陵
衛
と
成
都
左
護
衛
と
が
宣
徳
年
間
以
後
、
軌
を
一
に
し
て
軍
事
活
動
の
範
囲
が
大
い
に
拡
大
し
た
の

は
、
偶
然
の
こ
と
で
は
な
い
。
そ
れ
は
宣
徳
帝
が
護
陵
衛
・
王
府
護
衛
固
有
の
軍
事
力
を
一
般
衛
所
と
同
様
の
軍
事
力
に
転
換
さ
せ
よ
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う
と
企
図
し
た
結
果
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

宣
徳
年
間
に
お
い
て
は
、
蜀
王
府
を
は
じ
め
、
各
王
府
に
お
い
て
も
そ
の
護
衛
の
返
上
や
削
減
が
相
つ
ぎ
、
返
上
さ
れ
た
護
衛
、
削

減
さ
れ
た
護
衛
の
衛
所
官
軍
は
、
既
存
の
一
般
衛
所
に
組
み
込
ま
れ
て
い
っ
た）
35
（

。
宣
徳
帝
が
そ
の
諸
王
政
策
に
お
い
て
意
図
し
た
の
は
、

諸
王
府
の
軍
事
力
を
削
減
す
る
と
同
時
に
そ
れ
を
一
般
衛
所
と
同
様
の
軍
事
力
と
し
て
多
用
す
べ
く
再
編
成
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
。
そ

れ
に
よ
っ
て
、
た
ま
さ
か
諸
王
府
に
残
置
さ
れ
た
護
衛
の
機
能
も
殆
ど
一
般
の
衛
所
と
変
わ
ら
な
く
な
っ
た
の
で
あ
る
。
宣
徳
帝
の
諸

王
政
策
に
よ
っ
て
、
護
衛
は
王
府
に
と
っ
て
き
わ
め
て
名
目
的
な
存
在
に
過
ぎ
な
く
な
っ
た
。

宣
徳
帝
に
よ
る
そ
う
し
た
王
府
護
衛
の
一
般
衛
所
化
政
策
が
護
陵
衛
に
も
波
及
し
、
そ
の
軍
事
活
動
範
囲
の
拡
大
化
を
よ
り
一
層
進

め
た
。
そ
れ
が
、
長
陵
衛
・
献
陵
衛
等
の
護
陵
衛
の
名
が
、
外
征
・
内
征
の
諸
戦
役
に
頻
出
す
る
所
以
で
あ
る
。

注
（
1
） 

十
三
陵
の
各
名
称
と
被
葬
皇
帝
、
お
よ
び
そ
の
在
位
年
数
を
記
せ
ば
、
つ
ぎ
の
通
り
で
あ
る
。

　
　

①
長
陵　
　

朱
棣　
　
　

太
宗
永
楽
帝　
　
　

在
位
一
四
〇
二
年
―
一
四
二
四
年

　
　

②
献
陵　
　

朱
高
熾　
　

仁
宗
洪
煕
帝　
　
　

在
位
一
四
二
四
年
―
一
四
二
五
年

　
　

③
景
陵　
　

朱
瞻
基　
　

宣
宗
宣
徳
帝　
　
　

在
位
一
四
二
五
年
―
一
四
三
五
年

　
　

④
裕
陵　
　

朱
祁
鎮　
　

英
宗
正
統
帝　
　
　

在
位
一
四
三
五
年
―
一
四
四
九
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

天
順
帝　
　
　

在
位
一
四
五
七
年
―
一
四
六
四
年

　
　

⑤
茂
陵　
　

憲
宗
成
化
帝　
　
　

在
位
一
四
六
四
年
―
一
四
八
七
年

　
　

⑥
泰
陵　
　

孝
宗
弘
治
帝　
　
　

在
位
一
四
八
七
年
―
一
五
〇
五
年

　
　

⑦
康
陵　
　

武
宗
正
徳
帝　
　
　

在
位
一
五
〇
五
年
―
一
五
二
一
年
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⑧
永
陵　
　

世
宗
嘉
靖
帝　
　
　

在
位
一
五
二
一
年
―
一
五
六
六
年

　
　

⑨
昭
陵　
　

穆
宗
隆
慶
帝　
　
　

在
位
一
五
六
六
年
―
一
五
七
二
年

　
　

⑩
定
陵　
　

神
宗
万
暦
帝　
　
　

在
位
一
五
七
二
年
―
一
六
二
〇
年

　
　

⑪
慶
陵　
　

光
宗
泰
昌
帝　
　
　

在
位
一
六
二
〇
年

　
　

⑫
徳
陵　
　

熹
宗
天
啓
帝　
　
　

在
位
一
六
二
〇
年
―
一
六
二
七
年

　
　

⑬
思
陵　
　

毅
宗
崇
禎
帝　
　
　

在
位
一
六
二
七
年
―
一
六
四
四
年

　

な
お
、
護
陵
衛
が
付
設
さ
れ
た
の
は
、
①
長
陵
か
ら
⑨
昭
陵
ま
で
で
あ
る
（『
明
史
』
巻
七
六
、
職
官
志
五
）。

（
2
） 

正
統
九
年
（
一
四
四
四
）
に
お
け
る
明
の
兀
良
哈
征
討
軍
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
明
代
〝
以
克
列
蘇
〞
考
」（『
中
央
大
学
文
学
部
紀
要
』
史

学
五
八
号
、
二
〇
一
三
年
）、「
兀
良
哈
征
討
軍
と
土
木
の
変
」（『
人
文
研
紀
要
』
第
七
九
号
、
二
〇
一
四
年
）、「
ふ
た
た
び
の
「
兵
戈
槍
攘
」
に
」

（『
ア
ジ
ア
史
研
究
』
第
三
九
号
、
二
〇
一
五
年
）
参
照
。

（
3
） 

天
順
五
年
（
一
四
六
一
）
に
起
き
た
曹
欽
の
乱
と
そ
れ
を
鎮
圧
し
た
明
軍
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
天
順
五
年
の
首
都
騒
乱
」（『
中
央
大
学
文

学
部
紀
要
』
史
学
五
五
号
、
二
〇
一
〇
年
）
参
照
。

（
4
） 

『
太
祖
実
録
』
洪
武
九
年
正
月
壬
午
の
条
「
太
傅
中
書
右
丞
相
魏
国
公
徐
達
長
女
を
册
し
て
今
上
の
妃
と
為
す
」。

（
5
） 

『
太
宗
実
録
』
永
楽
五
年
七
月
乙
卯
の
条
。

（
6
） 

拙
稿
「
靖
難
の
役
と
中
山
王
徐
達
一
族
」（『
档
案
の
世
界
』
中
央
大
学
出
版
部
、
二
〇
〇
九
年
）。

（
7
） 

『
太
宗
実
録
』
永
楽
十
一
年
五
月
丙
申
の
条
。

（
8
） 

梓
宮
の
北
京
出
発
に
つ
い
て
は
、
同
右
書
、
永
楽
二
十
二
年
乙
卯
の
条
を
、
長
陵
に
葬
っ
た
日
時
は
同
月
庚
申
の
条
を
参
照
。
な
お
、
こ
の

と
き
皇
帝
の
梓
宮
を
長
陵
ま
で
護
送
す
る
そ
の
任
に
命
じ
ら
れ
た
の
は
、
永
楽
帝
第
三
子
の
趙
王
高
燧
で
あ
っ
た
。
同
右
書
、
同
月
壬
戌
の
条

に
、「
上
は
国
事
を
以
て
親
ら
梓
宮
を
送
り
て
山
陵
に
赴
く
を
得
ず
。
而
し
て
趙
王
高
燧
、
護
送
の
労
を
任
じ
ら
る
。
書
を
賜
い
て
之
を
労
う
。

并
せ
て
白
金
三
百
両
・
鈔
三
万
貫
・
綵
幣
二
百
表
裏
・
馬
十
匹
を
賜
う
」
と
あ
る
。

（
9
） 

永
楽
帝
の
崩
御
に
つ
い
て
は
、
同
右
書
、
永
楽
二
十
二
年
七
月
辛
卯
の
条
。
以
後
の
推
移
に
つ
い
て
も
同
右
書
、
同
年
の
各
条
を
参
照
。
な

お
、
永
楽
二
十
二
年
の
役
に
つ
い
て
は
、
和
田
清
『
東
亜
史
研
究
（
蒙
古
篇
）』（
東
洋
文
庫
、
一
九
五
九
年
）「
一
、
明
初
の
蒙
古
経
略
」
を

参
照
。
永
楽
帝
の
崩
御
以
後
の
推
移
に
つ
い
て
は
、
檀
上
寛
『
永
楽
帝　

中
華
「
世
界
シ
ス
テ
ム
」
へ
の
夢
』（
講
談
社
選
書
メ
チ
エ
、
一
九
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九
七
年
）
に
手
際
よ
く
纏
め
ら
れ
て
い
る
。

（
10
） 

こ
れ
は
太
祖
洪
武
帝
が
漢
の
文
帝
の
薄
葬
令
を
意
識
し
、
文
帝
の
遺
詔
を
模
倣
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
後
継
の
建
文
帝
が
異
常
に
短
い
間
に

埋
葬
し
た
訳
で
は
な
い
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
燕
王
は
挙
兵
す
る
と
き
、
そ
れ
を
強
く
非
難
し
て
い
る
。
詳
し
く
は
、
拙
著
『
明
代
建
文
朝
史

の
研
究
』（
汲
古
書
院
、
一
九
九
七
年
）「
第
四
章　

靖
難
の
役
・
燕
王
・
祖
訓
」
を
参
照
。

（
11
） 
張
輗
に
つ
い
て
は
、
前
掲
拙
稿
「
天
順
五
年
の
首
都
騒
乱
」
一
一
〇
頁
に
依
拠
し
た
。
な
お
、【
史
料
七
】
は
張
輗
を
皇
親
と
す
る
が
、
張

輗
家
と
帝
室
・
王
室
と
の
婚
姻
関
係
は
み
い
だ
せ
ず
、
そ
の
理
由
は
分
明
で
は
な
い
。

（
12
） 

こ
の
記
述
は
『
皇
明
制
書
』
に
収
録
す
る
『
大
明
官
制
』
に
は
み
え
な
い
が
、
万
暦
四
年
（
一
五
七
六
）
宝
善
堂
刻
本
『
文
武
諸
司
衙
門
官

制
』
に
あ
る
。

（
13
） 

『
太
祖
実
録
』
洪
武
十
一
年
七
月
癸
巳
の
条
。

（
14
） 

『
仁
宗
実
録
』
冒
頭
部
分
、
参
照
。

（
15
） 

『
仁
宗
実
録
』
洪
煕
元
年
五
月
辛
巳
の
条
、「
上
の
疾
大
漸
す
。
天
下
に
遺
詔
し
て
、
位
を
皇
太
子
に
伝
う
。
詔
に
曰
く
、（
中
略
）、
是
の
日
、

上
、
欽
安
殿
宮
中
に
崩
ず
。
皇
太
子
の
未
だ
至
ら
ざ
る
を
以
て
未
だ
喪
を
発
せ
ず
」。

（
16
） 

檀
上
寛
、
前
掲
書
、
二
五
四
頁
。

（
17
） 

『
宣
宗
実
録
』
洪
煕
元
年
七
月
己
巳
の
条
「
上
の
尊
謚
は
敬
天
體
道
純
誠
至
德
弘
文
欽
武
章
聖
達
孝
昭
皇
帝
と
曰
い
、
廟
号
は
仁
宗
な
り
」。

（
18
） 

同
右
書
、
洪
煕
元
年
九
月
壬
寅
の
条
「
献
陵
に
葬
れ
り
」。
な
お
、
献
陵
と
い
う
名
称
が
つ
け
ら
れ
た
の
は
、『
宣
宗
実
録
』
洪
煕
元
年
八
月

丁
亥
の
条
に
「
仁
宗
昭
皇
帝
陵
号
を
薦
め
て
献
陵
と
曰
う
」
と
記
し
て
い
る
よ
う
に
、
葬
日
の
九
月
六
日
の
ほ
ぼ
二
週
間
前
の
こ
と
で
あ
る
。

（
19
） 

川
勝
守
「
東
ア
ジ
ア
世
界
に
お
け
る
火
葬
法
の
文
化
史
―
三
〜
一
四
世
紀
に
つ
い
て
」（『
九
州
大
学
東
洋
史
論
集
』
一
八
、
一
九
九
〇
年
）

八
頁
、「
歴
代
皇
帝
崩
日
―
葬
日
間
日
数
の
王
朝
別
度
数
」。

（
20
） 

前
掲
川
勝
守
「
東
ア
ジ
ア
世
界
に
お
け
る
火
葬
法
の
文
化
史
―
三
〜
一
四
世
紀
に
つ
い
て
」
八
頁
、「（
第
1
表
）
歴
代
皇
帝
の
崩
日
―
葬
日
、

日
数
等
表
（
4
）」
参
照
。
川
勝
氏
が
仁
宗
の
葬
日
と
さ
れ
た
七
月
己
巳
、
す
な
わ
ち
七
月
二
日
は
、
大
行
皇
帝
の
尊
諡
が
奉
ら
れ
た
日
に
過

ぎ
な
い
。
洪
煕
元
年
（
一
四
二
五
）
八
月
辛
卯
、
す
な
わ
ち
二
十
五
日
に
は
、
行
在
礼
部
が
「
仁
宗
昭
皇
帝
梓
宮
出
葬
儀
注
」
奏
進
を
し
た
。

そ
の
冒
頭
部
分
に
「
一
、
文
武
百
官
は
、
八
月
二
十
七
日
よ
り
始
と
為
し
、
本
衙
門
に
お
い
て
宿
斎
し
、
三
十
日
早
に
至
れ
ば
、
哀
服
し
て
朝

臨
す
る
こ
と
一
に
儀
の
如
く
し
、
発
引
の
日
に
至
り
て
止
め
よ
」
と
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
準
備
状
況
か
ら
み
て
も
、
七
月
中
や
八
月
中
に
仁
宗

― 92 ―― 93 ―



洪
煕
帝
を
献
陵
に
葬
る
こ
と
は
あ
り
得
な
か
っ
た
。
以
上
の
諸
記
事
に
つ
い
て
は
、『
宣
宗
実
録
』
の
当
該
諸
条
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
21
） 

宣
宗
宣
徳
帝
か
ら
陵
墓
の
営
造
を
命
じ
ら
れ
た
行
在
工
部
尚
書
呉
中
等
は
、
洪
煕
元
年
（
一
四
二
五
）
七
月
二
十
三
日
に
、「
今
、
山
陵
事
、

工
を
厳
し
く
す
る
も
、
力
敷た

ら
ず
。
乞
う
ら
く
は
、
河
南
山
東
山
西
直
隸
鳳
陽
大
名
の
諸
府
州
に
お
い
て
民
夫
五
万
を
起
し
て
助
け
、
早
く
完

す
る
を
庶こ
い
幾ね
が
わ
ん
こ
と
を
、
と
」
と
上
奏
し
た
。
こ
れ
を
裁
可
し
た
宣
宗
は
、「
行
在
吏
部
侍
郎
黃
宗
載
等
に
命
じ
て
分
け
て
各
処
に
往
き
、

丁
多
き
の
家
を
択
び
て
起
取
し
、
秋
の
成
る
を
候
ち
、
畢
く
工
に
赴
か
し
め
、
三
月
を
満
れ
ば
即
ち
に
放
た
し
む
。
仍
り
て
有
司
を
し
て
其
の

家
両
丁
の
差
役
を
免
ぜ
し
む
」 （
以
上
、
洪
煕
元
年
七
月
庚
寅
の
条
）
と
あ
る
よ
う
に
、
黃
宗
載
等
を
河
南
・
山
東
・
山
西
、
そ
し
て
南
直
隸

の
鳳
陽
・
大
名
の
諸
府
州
に
派
遣
し
て
、
丁
多
き
家
か
ら
民
夫
を
徴
集
し
、
献
陵
の
営
造
に
投
入
さ
せ
た
。
か
れ
ら
民
夫
が
献
陵
営
造
に
徴
集

さ
れ
た
期
間
は
三
ヶ
月
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
か
ら
、
献
陵
の
営
造
を
急
い
だ
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

（
22
） 

山
本
達
郎
「
明
の
ベ
ト
ナ
ム
支
配
と
の
崩
壊
」、
藤
原
利
一
郎
「
黎
朝
前
期
の
明
と
の
関
係
」、
い
ず
れ
も
山
本
達
郎
編
『
ベ
ト
ナ
ム
中
国
関

係
史
研
究
―
曲
氏
の
抬
頭
か
ら
清
仏
戦
争
ま
で
―
』（
山
川
出
版
社
、
一
九
七
七
年
）
に
収
録
。

（
23
） 

山
本
達
郎
「
鄭
和
の
西
征
（
下
）」（『
東
洋
学
報
』
第
二
一
巻
第
四
号
）
六
〇
頁
以
下
の
「
七　

第
七
次
の
出
使
」
参
照
。

（
24
） 

註
（
2
）
参
照
。

（
25
） 

土
木
の
変
、
な
ら
び
に
そ
の
直
後
の
京
師
防
衛
戦
に
つ
い
て
は
、
拙
著
『
明
代
中
国
の
軍
制
と
政
治
』（
国
書
刊
行
会
、
二
〇
〇
一
年
）「
後

篇　

政
治
と
軍
事
―
英
宗
回
鑾
を
中
心
と
し
て
―
」
参
照
。
こ
れ
ら
の
戦
役
に
関
わ
る
地
名
等
の
用
語
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
明
代
辺
城
の
軍

站
と
そ
の
軍
事
活
動 

」（『
ア
フ
ロ
・
ユ
ー
ラ
シ
ア
大
陸
の
都
市
と
国
家
』
中
央
大
学
出
版
部
、
二
〇
一
四
年
）
を
参
照
。
鄧
茂
七
の
乱
に
つ

い
て
は
宮
崎
市
定
「
中
国
近
世
の
農
民
暴
動
」（『
東
洋
史
研
究
』
第
一
〇
巻
第
一
号
、
一
九
四
七
年
）、
田
中
正
俊
・
佐
伯
有
一
「
一
五
世
紀

に
お
け
る
福
建
の
農
民
叛
乱
（
一
）」（『
歴
史
学
研
究
』
第
一
六
七
号
、
一
九
五
四
年
）
参
照
。
本
稿
【
表
Ａ
③
】
に
み
え
る
地
名
に
つ
い
て
は
、

『
英
宗
実
録
』
の
諸
条
、
た
と
え
ば
、「
福
建
汀
州
衛
指
揮
僉
事
韋
政
等
奏
す
ら
く
、
沙
県
流
賊
二
千
余
、
清
流
県
に
突
入
し
て
、
民
人
を
殺
死

し
、
房
屋
を
焼
燬
せ
り
、
と
。
兵
部
に
詔
し
て
人
を
遣
わ
し
高
礼
・
仲
福
に
促
し
て
軍
を
領
し
て
星
馳
前
去
し
勦
殺
せ
し
む
」（
景
泰
元
年
春

正
月
癸
巳
の
条
）
等
の
記
述
に
基
づ
き
、
福
建
所
在
、
あ
る
い
は
鄧
茂
七
の
乱
に
関
連
す
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

（
26
） 

前
掲
拙
稿
「
天
順
五
年
の
首
都
騒
乱
」
参
照
。

（
27
） 

清
水
泰
次
「
明
代
の
流
民
と
流
賊
」（『
史
学
雑
誌
』
第
六
四
編
第
二
、
第
三
号
、
一
九
三
五
年
）、
頼
家
度
『
明
朝
鄖
陽
農
民
起
義
』（
湖
北

人
民
出
版
社
、
一
九
五
六
年
）、
谷
口
規
矩
雄
「
明
代
中
期
荊
襄
地
帯
農
民
反
乱
の
一
面
」（『
研
究
』
第
三
五
号
、
一
九
六
五
年
）
参
照
。

明代護陵衛考
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（
28
） 

園
田
一
亀
『
明
代
建
州
女
直
史
研
究
』（
東
洋
文
庫
、
一
九
四
八
年
）、
河
内
良
弘
『
明
代
女
真
史
の
研
究
』（
同
朋
舎
、
一
九
九
二
年
）、
荷

見
守
義
『
明
代
遼
東
と
朝
鮮
』（
汲
古
書
院
、
二
〇
一
四
年
）。

（
29
） 
『
憲
宗
実
録
』
成
化
二
十
年
十
一
月
丁
酉
の
条
「
広
西
布
政
司
左
布
政
使
何
経
・
右
布
政
使
章
律
・
左
参
議
唐
盛
按
察
使
孔
鏞
・
僉
事
蕭
蒼
・

広
東
按
察
司
副
使
陶
魯
の
俸
一
級
を
陞
す
。
以
征
荔
浦
等
処
の
猺
賊
を
征
す
る
に
功
有
る
の
故
を
以
て
な
り
。
是
の
時
、
律
已
に
貴
州
左
布
政

使
に
転
ぜ
り
」。

（
30
） 

張
徳
信
編
著
『
明
代
職
官
年
表
』（
黄
山
書
社
、
二
〇
〇
九
年
）
第
四
冊
、
承
宣
布
政
使
年
表
。

（
31
） 

前
掲
拙
稿
「
明
代
辺
城
の
軍
站
と
そ
の
軍
事
活
動
」
三
五
五
―
三
五
七
頁
。

（
32
） 

『
憲
宗
実
録
』
成
化
十
九
年
の
諸
条
。

（
33
） 

前
掲
拙
稿
「
天
順
五
年
の
首
都
騒
乱
」。

（
34
） 

拙
稿
「
明
代
蜀
王
府
と
成
都
三
護
衛
―
と
く
に
護
衛
返
上
・
衛
所
官
配
転
・
軍
事
活
動
を
中
心
に
―
」『
中
央
大
学
文
学
部
紀
要
』（
史
学
第

六
〇
号
、
二
〇
一
五
年
）
参
照
。

（
35
） 

同
上
。
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